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～今、世界に求められる日本の精神性～／ 桐村里紗天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事
天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事

特別寄稿文特別寄稿文

トピックストピックス
令和7年乙巳 特別御朱印頒布のご案内 桜詣のご案内
岡部　聡 監督作 「Continuations」が
アメリカ合衆国セバストポルドキュメンタリー映画祭最優秀短編部門にノミネート!!
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春に祈る 節分祭の斎行　　田遊祭・田遊神事の斎行
　　　　　　　　　　　　　　　　　 －その歴史・その意義・その未来－

国を守り伝へるということ／

特　　　集特　　　集

参　議　院　議　員　有村治子
元 陸 上 幕 僚 長　岩田清文
神道政治連盟会長
小 國 神 社 宮 司　打田文博

参　議　院　議　員　有村治子
元 陸 上 幕 僚 長　岩田清文
神道政治連盟会長
小 國 神 社 宮 司　打田文博
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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
ャ
小
国

神
社
が
タ
イ
王
国
に
ご
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
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本
宮

山
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御
神
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顕
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後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
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、
山
麓
約
六
キ
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の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
ャ
小
国

神
社
が
タ
イ
王
国
に
ご
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
ご
由
緒

創

小
國
神
社
と

徳
川
家
康
公
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
・
秘
話
も…

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
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春の訪れを告げる門前の河津桜（3月10日撮影）

春
に
思
う

春
に
思
う

　
本
年
の
お
正
月
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
穏
や
か
な
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
の
傾
向
と
致
し
ま
し
て
は
、

例
年
一
月
二
十
日
よ
り
二
月
三
日
に
実
施
し
て
い
る
「
厄
除
大
祭
」
の
期
間
に
併
せ
て
初
詣
を
さ
れ
る
方
が
多
く
、

お
正
月
の
賑
わ
い
が
以
前
よ
り
も
長
く
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
他
方
、
若
い
方
を
中
心
に
「
新
し
い
信
仰
の
形
」
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
「
暦
」
を
生
活

の
中
に
活
か
し
、
吉
日
を
選
日
し
て
ご
参
拝
を
さ
れ
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
社
で
も
、
従
前
よ
り
「
六

曜
」
や
「
戌
の
日
」
な
ど
を
意
識
し
つ
つ
、
参
拝
者
の
増
減
を
あ
る
程
度
予
想
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と

は
別
に
「
一
粒
万
倍
日
」
や
「
天
赦
日
」
な
ど
、
今
ま
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
吉
日
」
に
多
く
の

参
拝
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
者
は
、
我
が
国
独
自
の
選
日
法
に
よ
り
選
日
さ
れ
る
吉
日
で
、
後
者

は
大
陸
よ
り
日
本
に
伝
わ
り
、
「
陰
陽
五
行
説
」
と
「
十
干
十
二
支
」
の
思
想
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
年
三
月
十
日
は
、
こ
の
「
二
つ
の
吉
日
」
が
重
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
想
を
上

回
る
ご
参
拝
の
皆
様
が
訪
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
内
外
の
良
き
も
の
を
取
り
入
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

運
用
を
得
意
と
す
る
我
が
国
な
ら
で
は
の
気
質
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
S
N
S

の
普
及
も
あ
り
、
よ
り
良
い
と
さ
れ
る
参
拝
日
を
求
め
、
急
速
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に

致
し
ま
し
て
も
、
「
節
目
」
を
大
切
に
し
て
日
々
を
送
る
こ
と
は
、
心
に
「
潤
い
」
を
も
た
ら
す
生
活
に
繋
が
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
我
が
国
の
内
外
を
巡
る
情
勢
は
「
国
家
興
亡
の
岐
路
」
と
い
う
べ
き
状
況
で
す
。
虎
視

眈
々
と
台
灣
や
沖
縄
県
石
垣
市
の
尖
閣
諸
島
を
狙
う
中
国
共
産
党
、
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
へ
の
対
応
も
待
っ
た
な
し

で
す
。
特
に
対
中
国
に
関
す
る
台
灣
の
危
機
は
「
隣
の
火
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
侵
略
と
尖
閣
侵
略
は
地

政
学
的
に
も
同
時
に
起
こ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
で
す
。
安
全
保
障
に
は
様
々
な
視
点
が
あ
り
ま
す
が
、

「
力
に
よ
る
現
状
変
更
に
対
す
る
国
防
」
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
特
に
我
が
国
の
脅
威
と
な
る
国
々
に
は
、
軍
事

的
抑
止
力
と
経
済
的
安
全
保
障
の
二
本
立
て
で
覇
権
的
野
心
を
挫
き
、
有
事
を
回
避
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
方
で
、
令
和
四
年
に
実
施
さ
れ
た
内
閣
府
に
よ
る
自
衛
隊
へ
の
意
識
調
査
で
は
、
九
十
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が

「
良
い
印
象
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
現
状
、
国
防
・
防
災
・
防
疫
な
ど
様
々
な
有
事
に
対
応
し
て
い
る
自
衛
隊
に

対
し
、
憲
法
上
明
記
さ
れ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
ご
都
合
主
義
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一

刻
も
早
く
国
会
発
議
の
原
案
を
示
し
、
国
民
投
票
を
実
施
す
る
方
向
へ
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
七
月

に
は
、
参
議
院
選
挙
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
国
民
は
、
国
の
行
く
末
に
思
い
を
致
し
、
曇
り
な
き
眼
で
現
実

を
俯
瞰
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
よ
い
よ
四
月
は
御
例
祭
を
迎
え
ま
す
。
職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
、
国
の
安
寧
と
世
界
の
平
和
を
祈
り
社
務

に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
各
位
の
ご
壮
健
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
二
十
日

こ
よ
み

ろ
く

よ
う

い
ち 

り
ゅ
う  

ま
ん    

ば
い     

び

て
ん    

し
ゃ   

に
ち



追難神事　柳の鞭で拝殿の長押を叩き厄を祓います▲宝槌打振神事奉仕中の把瑠都様▲
バ    ル    ト なげしつい  な

色とりどりの大紋（装束）に身を包む奉仕者の皆様▲

春
に
祈
る 

節
分
祭
の
斎
行

特
集

　
令
和
七
年
二
月
二
日
㈰
、
節
分
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
装
束
に
身
を
包
ん
だ
年

男
役
、
年
女
役
九
十
七
名
の
皆
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
遠
く
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
よ
りK

aivi Järvela

様

も
奉
仕
さ
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
特
別
奉
仕
者
と
し
て
、
浜
松
市
出
身
の
俳
優
・
筧
利
夫
様
、
女
優
の
天
玲
美
音
様
、
袋
井
市
出
身
の

歌
手
・
松
原
健
之
様
、
元
大
相
撲
大
関
の
把
瑠
都
様
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
のD

J Roni

様
に
ご
奉
仕
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
奉
仕
者
が
舞
殿
に
登
場
す
る
と
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
太
鼓
の
音
と

と
も
に
豆
撒
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
福
豆
や
お
菓
子
が
撒
か
れ
る
た
び
、
参
拝
者
た
ち
は
手
を
伸
ば
し
、
笑
顔

で
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

春
に
祈
る
　
節
分
祭
の
斎
行

4

　
節
分
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
を
指
し
、
本
来
は
年
四
回
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
特
に
、
立

春
の
前
日
を
指
す
場
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
時
代
に
は
節
分
が
年
初
め
の

前
日
、
つ
ま
り
大
晦
日
と
さ
れ
、
冬
か
ら
春
に
移
る
時
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
節
分
の
行
事
は
、
本
来
宮
中
で
季
節
の
変
わ
り
目
に
行
な
わ
れ
た
年
中
行
事
で
、
こ
れ
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

た
「
追
儺
・
鬼
遣
ら
い
」
の
神
事
が
加
わ
り
、
平
安
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
下
る
と
次
第

に
民
間
に
伝
わ
り
現
在
に
至
り
ま
す
。
節
分
当
日
の
夕
暮
れ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
や
イ
ワ
シ
の
頭
を
家
の
入
り
口
な
ど

に
挿
し
て
お
い
て
い
た
り
、
豆
撒
き
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
鬼

（
流
行
病
や
災
難
を
も
た
ら
す
邪
鬼
）
が
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
の
ト
ゲ
に
刺
さ
り
、
イ
ワ
シ
の
悪
臭
に
驚
き
逃
げ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
家
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
追
い
払
う
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
豆
を
撒
く
際
の
か
け
声
は
通
常
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
で
す
が
地
域
や
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

鬼
を
祭
神
ま
た
は
神
の
使
い
と
し
て
い
る
神
社
な
ど
は
「
鬼
は
外
」
で
は
な
く
「
鬼
は
内
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
に
身
近
な
節
分
行
事
を
始
め
と
す
る
伝
統
行
事
は
、
神
々
を
敬
う
心
と
四
季
折
々
の
自
然
や
風
土
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
祖
先
の
感
性
や
暮
ら
し
の
知
恵
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
節
分
』と
は
？

〝
伝
統
行
事
〞を
楽
し
む

　
　
　
　 

毎
日
の
生
活
に〝
豊
か
さ
〞と〝
潤
い
〞を

て
ん   

れ
い    

み     

お
ん

か
け
い  

と
し    

お

ま
つ   

ば
ら   

た
け     

し

ば
　
　
る
　
　
と

ロ
　
ニ
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真剣な表情でご神前に向かう▲

▲豆撒き神事　爽やかにご奉仕いただきました ▲エストニアからご奉仕のKaivi Järvelaさん▲福を呼び込む福笑い神事

鳴弦式　邪気（鬼）を鎮めます▲

拝殿での豆撒神事の様子▲

豊栄舞奉奏▲

宮司祝詞奏上▲

◀
特
別
奉
仕
者
　
筧
利
夫
様（
右
上
）、松
原
健
之
様（
右
下
）、

　
把
瑠
都
様（
左
上
）、DJ Roni

様（
左
中
央
）天
玲
美
音
様（
左
下
）

▶
天
玲
美
音
様
か
ら
は

　
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
束
を
、

　
松
原
健
之
様
か
ら
は

　
C
D
音
源
を
ご
奉
納

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▶
賑
わ
い
の
豆
撒
き
風
景

　
節
分
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
を
指
し
、
本
来
は
年
四
回
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
特
に
、
立

春
の
前
日
を
指
す
場
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
時
代
に
は
節
分
が
年
初
め
の

前
日
、
つ
ま
り
大
晦
日
と
さ
れ
、
冬
か
ら
春
に
移
る
時
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
節
分
の
行
事
は
、
本
来
宮
中
で
季
節
の
変
わ
り
目
に
行
な
わ
れ
た
年
中
行
事
で
、
こ
れ
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

た
「
追
儺
・
鬼
遣
ら
い
」
の
神
事
が
加
わ
り
、
平
安
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
下
る
と
次
第

に
民
間
に
伝
わ
り
現
在
に
至
り
ま
す
。
節
分
当
日
の
夕
暮
れ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
や
イ
ワ
シ
の
頭
を
家
の
入
り
口
な
ど

に
挿
し
て
お
い
て
い
た
り
、
豆
撒
き
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
鬼

（
流
行
病
や
災
難
を
も
た
ら
す
邪
鬼
）
が
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
の
ト
ゲ
に
刺
さ
り
、
イ
ワ
シ
の
悪
臭
に
驚
き
逃
げ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
家
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
追
い
払
う
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
豆
を
撒
く
際
の
か
け
声
は
通
常
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
で
す
が
地
域
や
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

鬼
を
祭
神
ま
た
は
神
の
使
い
と
し
て
い
る
神
社
な
ど
は
「
鬼
は
外
」
で
は
な
く
「
鬼
は
内
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
に
身
近
な
節
分
行
事
を
始
め
と
す
る
伝
統
行
事
は
、
神
々
を
敬
う
心
と
四
季
折
々
の
自
然
や
風
土
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
祖
先
の
感
性
や
暮
ら
し
の
知
恵
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
豆
を
撒
く
意
味
は
、
豆
に
は
穀
物
の
穀
霊
が
宿
り
生
命
の
源
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
、
鬼
に
豆
を
ぶ
つ
け
る
こ

と
で
邪
気
を
祓
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
は
、
夕
方
家
の
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
家
の
主
人
が
豆
を
撒
き
家
族
の
幸
せ
を
祈
り
ま
す
。
豆

を
自
分
の
年
齢
よ
り
一
つ
多
く
食
べ
る
と
、
身
体
が
丈
夫
に
な
り
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
の
言
い
伝
え
も
あ
り

ま
す
。 豆

撒
き
神
事 

〜
な
ぜ
豆
を
撒
く
の
で
し
ょ
う
か
〜

　
立
春
が
過
ぎ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
冷
た
い
風
が
空
を
渡
り
ま
す
が
、
陽
射
し
は
春
め
い
て
き
ま

す
。
山
野
の
草
木
は
、
静
か
に
そ
の
芽
を
育
み
ま
す
。
農
耕
の
知
ら
せ
を
運
ぶ
、
山
桜
な
ど
の

開
花
は
こ
の
頃
を
過
ぎ
る
と
一
気
に
進
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
々
が
運
ぶ
悠
久
の
天
地
の
流

れ
に
あ
わ
せ
て
、
人
間
も
ま
た
春
を
迎
え
る
支
度
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
日
本
人
は
数
々
の
伝
統
行
事
を
大
切
に
護
り
伝
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

季
節
の
恵
み
へ
の
『
感
謝
』
と
、
日
々
無
事
に
生
活
で
き
る
こ
と
へ
の
『
喜
び
』
を
確
認
す
る

機
会
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
伝
統
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
祖
先
の
こ
こ
ろ
に
触
れ
、

日
々
の
生
活
に
『
豊
か
さ
』
と
『
潤
い
』
を
与
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

幸
せ
を
祈
る
こ
こ
ろ

〝
伝
統
行
事
〞を
楽
し
む

　
　
　
　 

毎
日
の
生
活
に〝
豊
か
さ
〞と〝
潤
い
〞を
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小
國
神
社
の
田
遊
神
事
の
創
始
は
鎌
倉
時
代
中
期
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
が
所
蔵
し
て
い
る
最
も
古
い
記
録
、
延
宝
八
年
（
西
暦
一
六
八
九
年
）
の

記
録
に
は
、
旧
暦
正
月
三
日
の
夜
、
ご
神
前
で
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
田
遊
神
事
」
と
は
、
年
の
始
め
に
豊
作
を
祈
願
し
て
『
田
作
り
』
か
ら

『
刈
り
入
れ
』
ま
で
の
稲
作
過
程
を
模
擬
的
に
演
じ
、
田
の
神
を
活
気
づ
け
秋

の
豊
か
な
稔
り
を
祈
る
神
事
芸
能
で
す
。
十
二
段
の
演
目
で
構
成
さ
れ
、
旧
社

家
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
小
國
神
社
の
田
遊
神
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
古
い

形
を
保
っ
た
ま
ま
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
言
霊
の
霊
力
に
よ
る

予
祝
賛
美
（
よ
し
ゅ
く
さ
ん
び
）
を
中
心
と
し
た
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
五
日
に
「
静
岡
県
無
形
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
、
平

成
十
九
年
三
月
七
日
に
文
化
庁
よ
り
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

古来「遊び」は「神事」だった
令
和
七
年
一
月
三
日
田
遊
祭
・
田
遊
神
事
の
斎
行

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
と
は
？

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
と
は
？﹁

遊
び
﹂
の
語
義
と
信
仰 

〜
そ
の
意
義
〜

﹁
遊
び
﹂
の
語
義
と
信
仰 

〜
そ
の
意
義
〜

　

現
代
の
私
た
ち
と
っ
て
「
遊
び
」
が
「
神
事
」
の
こ
と
で
あ
る
と
は
す
ん
な
り
受
け
止
め
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
遊
び
」
の
用
例
を
辿
る
と
、「
神
楽
」（
か
ぐ
ら
）
が
神
々
を
も
て
な
し
、
人
と
一
体
と
な

る
神
事
と
し
て
「
神
遊
び
」（
か
み
あ
そ
び
）
と
称
さ
れ
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
山
遊
び
」・「
海
遊
び
」
あ
る
い
は
「
磯
遊
び
」
と
い
う
言
葉
も
本
来
は
、
現
代
の

レ
ジ
ャ
ー
的
な
感
覚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
や
海
に
「
遊
び
」
に
行
く
こ
と
は
、
長
い

冬
を
終
え
て
春
と
な
り
「
狩
り
」
や
「
漁
」
を
行
う
こ
と
で
し
た
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
地
名
起
源
説
話
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―

古
老
の
い
へ
ら
く
、
倭
武
の
天
皇
、
東
の
垂
を
巡
り
ま
さ
む
と
し
て
　
種
々
の
珍
し
き
味
ひ
、

　

大
太
鼓
、
鼓
、
小
桶
・
扇
子
・
榊
・
種

籾
・
牛
王
・
柳
の
枝
を
使
い
ま
す
。

　

大
大
鼓
は
田
に
見
立
て
ら
れ
、
榊
の
葉
は

肥
草
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
牛
王
は
当
社
で
は

ゴ
オ
ウ
で
な
く
ギ
ュ
ウ
オ
ウ
と
呼
び
な
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

　

牛
王
は
、
白
紙
を
五
角
形
に
折
り
、
一
二

〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
青
竹
に
挟
み
、
麻
紐
を
桔

び
つ
げ
ま
す
。
麻
紐
は
蝶
結
び
に
し
て
牛
の

耳
を
か
た
ど
り
ま
す
。
こ
れ
に
「
卯
・
一
宮

午
王
」
の
文
字
を
刷
り
ま
す
。
牛
王
は
牛
を

形
象
化
し
た
も
の
で
す
が
一
方
で
、
神
さ
ま

の
宿
る
依
り
代
と
し
て
の
幣
束
の
意
味
を
も

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
こ
れ
を
模

し
た
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
形
の
牛
王
が
あ

り
、
演
目
の
最
後
に
縁
起
物
し
て
福
餅
と
と

も
に
撒
き
ま
す
。

　

柳
は
素
鍬
と
鳥
追
い
の
時
に
用
い
ら
れ
、

鍬
や
鳥
追
い
棒
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
小
國
神

社
で
は
、
追
難
祭
や
節
分
祭
に
も
柳
の
枝
が

使
わ
れ
ま
す
。

遊
漁
（
う
お
あ
そ
び
）
の
利
多
し
　
今
日
の
遊
（
あ
そ
び
）
は
朕
と
家
后
と
各
、
野
と
海
と
に

就
き
て
、
同
に
祥
福
を
争
へ
り―

　

野
の
狩
り
も
海
の
漁
も
「
今
日
の
遊
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
の
祖
先
は

「
遊
び
」
を
通
じ
て
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
恵
み
を
身
体
に
取
り
込
み
、
自
ら
の
霊
魂
に
新
た

な
活
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
信

仰
の
根
源
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

自
然
と
共
に
生
き
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
こ
に
神
々
を
見
い
だ
し
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先

は
、
「
遊
び
」
を
大
切
な
生
活
の
節
目
と
し
て
強
く
意
識
し
、
農
業
や
漁
業
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
一
層
の
豊
か
な
稔
り
や
恵
み
を
祈
る
神
聖
な
日
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
神
々
へ
の
「
感
謝
」
と
真
摯
な
「
祈
り
」
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
、
天
地
の
恩
恵
を
う
け
、
神
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
麗
し

い
精
神
文
化
で
す
。

七
番
　
種
蒔
き
◀

▲二番　畦塗り

牛王札▲

ふ
る
お
き
な

や
ま
と
た
け
る

す
め
ら
み
こ
と

さ
か
い

今
日
の
遊
は
朕
と
家
后
と
各
、

野
と
海
と
に
就
き
て
、
同
に
　
福
を
争
へ
り

あ
そ
び

あ
そ
び

わ
れ
わ
れ

き
さ
き

き
さ
き

お
の
も
お
の
も

お
の
も
お
の
も

た        

あ
そ
び       

さ
い

た        

あ
そ
び       

さ
い

た        

あ
そ
び       

し
ん　
　
　

 

じ

た        

あ
そ
び       

し
ん　
　
　

 

じ

田
遊
び
で
使
わ
れ
る
諸
具
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現
代
の
私
た
ち
と
っ
て
「
遊
び
」
が
「
神
事
」
の
こ
と
で
あ
る
と
は
す
ん
な
り
受
け
止
め
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
遊
び
」
の
用
例
を
辿
る
と
、「
神
楽
」（
か
ぐ
ら
）
が
神
々
を
も
て
な
し
、
人
と
一
体
と
な

る
神
事
と
し
て
「
神
遊
び
」（
か
み
あ
そ
び
）
と
称
さ
れ
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
山
遊
び
」・「
海
遊
び
」
あ
る
い
は
「
磯
遊
び
」
と
い
う
言
葉
も
本
来
は
、
現
代
の

レ
ジ
ャ
ー
的
な
感
覚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
や
海
に
「
遊
び
」
に
行
く
こ
と
は
、
長
い

冬
を
終
え
て
春
と
な
り
「
狩
り
」
や
「
漁
」
を
行
う
こ
と
で
し
た
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
地
名
起
源
説
話
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―

古
老
の
い
へ
ら
く
、
倭
武
の
天
皇
、
東
の
垂
を
巡
り
ま
さ
む
と
し
て
　
種
々
の
珍
し
き
味
ひ
、

田
遊
神
事 

〜
伝
統
文
化
の
こ
れ
か
ら
〜

田
遊
神
事 

〜
伝
統
文
化
の
こ
れ
か
ら
〜

　

当
社
の
田
遊
祭
、
田
遊
神
事
は
「
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
無
形
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
国
宝
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
「
有
形
」
の
文
化
財
な
ど
は
震
災
な
ど
が
お
こ
れ
ば
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
無
形
」
の
も
の
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
と
神
々
を
敬
う
地
域

の
人
々
の
連
綿
と
し
た
努
力
に
よ
る
精
神
の
継
承
が
あ
る
限
り
、
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
、
大
規
模
な
災
害
な
ど
で
途
切
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
で
も
復

活
し
、
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
文
化
で
あ
る
と
と
も
に

我
が
国
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
強
み
と
も
い
え
ま
す
。

　

本
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数

は
過
去
最
高
を
更
新
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
日
本
各
地
で
伝
統
的
な

祭
礼
や
神
事
、
伝
統
工
芸
や
地
域
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
体
験
型
観
光
へ
の
関
心
も
世
界
的
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
、
私
た
ち
は
祖
先
が
神
々
の
恵
み
に
感
謝
し
、
護
り
伝
え
て

き
た
貴
重
な
神
事
祭
礼
文
化
を
深
く
見
つ
め
直
し
、
諸
外
国
の
人
々
に
も
、
そ
れ
ら
が
内
包
す

る
麗
し
い
精
神
性
と
日
本
の
魅
力
を
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

遊
漁
（
う
お
あ
そ
び
）
の
利
多
し
　
今
日
の
遊
（
あ
そ
び
）
は
朕
と
家
后
と
各
、
野
と
海
と
に

就
き
て
、
同
に
祥
福
を
争
へ
り―

　

野
の
狩
り
も
海
の
漁
も
「
今
日
の
遊
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
の
祖
先
は

「
遊
び
」
を
通
じ
て
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
恵
み
を
身
体
に
取
り
込
み
、
自
ら
の
霊
魂
に
新
た

な
活
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
信

仰
の
根
源
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

自
然
と
共
に
生
き
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
こ
に
神
々
を
見
い
だ
し
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先

は
、
「
遊
び
」
を
大
切
な
生
活
の
節
目
と
し
て
強
く
意
識
し
、
農
業
や
漁
業
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
一
層
の
豊
か
な
稔
り
や
恵
み
を
祈
る
神
聖
な
日
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
神
々
へ
の
「
感
謝
」
と
真
摯
な
「
祈
り
」
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
、
天
地
の
恩
恵
を
う
け
、
神
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
麗
し

い
精
神
文
化
で
す
。

◀
六
番
　
苗
草
踏
み

▲神事奉納後の「福餅撒き」 ▲十二番　歌おろし ▲八番　祝詞

わ
れ

さ
わ

と
も

さ
ち

き
さ
き

お
の
も
お
の
も

一
、　 

素　
　
　

鍬
（
し
ろ
く
わ
）

二
、　 

畦　

塗　

り
（
あ
ぜ
ぬ
り
）

三
、　 

代
掻
き
牛
（
し
ろ
か
き
う
し
）

四
、　 

苗
草
寄
せ
（
な
え
く
さ
よ
せ
）

五
、　 

苗
草
蒔
き
（
な
え
く
さ
ま
き
）

六
、　 

苗
草
踏
み
（
な
え
く
さ
ふ
み
）

七
、　 

種　

蒔　

き
（
た
ね
ま
き
）

八
、　 

祝　
　
　

詞
（
の
り
と
）

九
、　 

苗　

讃　

め
（
な
え
ほ
め
）

十
、　 

世
な
ど
よ
う
（
よ
な
ど
よ
う
）

十
一
、 

鳥　

追　

い
（
と
り
お
い
）

十
二
、 

歌
お
ろ
し
（
う
た
お
ろ
し
）

奉 
納 

演 

目

今
日
の
遊
は
朕
と
家
后
と
各
、

野
と
海
と
に
就
き
て
、
同
に
　
福
を
争
へ
り

と
も
と
も

さ
ち
さ
ち



社
参
拝
を
一
部
マ
ス
コ
ミ
が
次
官
通
達
に
違

反
す
る
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
た
の
は
と

て
も
残
念
で
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
三
月
の
予
算
委
員

会
で
「
制
服
着
用
の
参
拝
に
何
か
課
題
が
あ

る
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

防
衛
省
が
、
自
衛
官
に
は
常
時
制
服
着
用
義

務
が
あ
る
た
め
、
制
服
を
着
用
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
部
隊
参
拝
を
慎
む
べ
き
旨
の

次
官
通
達
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。
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特別鼎談
てい        だん

▶
鋭
い
指
摘
を
す
る
岩
田
清
文
元
陸
上
幕
僚
長

　

現
在
も
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
東
情
勢
、
海
洋
覇
権
を
狙
う
中
国
共
産

党
に
よ
る
台
湾
有
事
へ
の
懸
念
な
ど
常
に
国

際
状
況
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

　

終
戦
八
十
年
・
昭
和
一
〇
〇
年
の
節
目
を

迎
え
た
令
和
七
年
。

　

国
を
守
る
と
い
う
こ
と
、
我
が
国
の
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
繋

い
で
い
く
こ
と
を
、
本
気
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
昨
年
末
に
「
神
社
新
報

社
」
で
も
掲
載
さ
れ
た
三
者
の
鼎
談
を
一
部

抜
粋
・
引
用
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
国
政
を
担
い
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
こ
ら
れ
た
有
村
治
子
議
員
（
四
期
目
）
の
、

し
っ
か
り
と
し
た
『
国
家
観
』
と
地
に
足
の

つ
い
た
『
生
活
観
』
を
お
伝
え
す
る
鼎
談
の

様
子
の
一
端
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

〈
有
村
〉
日
本
人
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
国
家

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
民
族
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
国

の
た
め
に
戦
わ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
戦
争
反
対
だ
と
言
う
の
な
ら
、
例
え
ば

医
者
が
病
気
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
、

ど
ん
な
と
き
に
戦
争
が
起
こ
る
の
か
を
徹
底

的
に
研
究
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
戦
争
反
対
と

言
っ
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
の
は
、
む

し
ろ
平
和
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
打
田
〉
確
か
に
日
本
は
戦
争
に
敗
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
、
生
き
残
っ
た
兵

士
の
な
か
に
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
人

も
い
ま
す
。
た
だ
、
み
ん
な
祖
国
の
た
め
に

命
を
か
け
て
戦
い
、
生
き
残
っ
た
人
も
戦
後

復
興
に
一
身
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
現
在
の
わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〈
有
村
〉
英
霊
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
の

は
、
平
和
を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て

重
要
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
海
上
自

衛
隊
の
御
出
身
で
、
命
を
か
け
て
日
本
を
守

ら
れ
た
英
霊
と
同
じ
覚
悟
を
自
ら
に
課
し
て

こ
ら
れ
た
大
塚
海
夫
氏
が
靖
國
神
社
の
宮
司

に
就
任
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
し
、
令
和
六
年
八
月
十
五
日
に

木
原
稔
防
衛
大
臣
が
当
時
靖
國
神
社
に
参
拝

さ
れ
た
こ
と
も
重
要
な
前
進
で
す
。
た
だ
そ

う
し
た
な
か
で
、
一
月
に
自
衛
官
の
靖
國
神

〈
岩
田
〉
私
も
現
役
だ
っ
た
ら
躊
躇
し
か
ね

ま
せ
ん
か
ら
、
国
会
で
明
確
な
答
弁
を
引
き

出
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

〈
打
田
〉
歴
史
や
伝
統
を
忘
れ
た
民
族
は
滅

び
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
か
ら
、
や
は
り
国
柄

を
守
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
何
が
日
本
を
日
本
た
ら
し
め
て
い
る

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
皇
室
の
御
存

在
で
、
日
本
文
化
の
原
点
は
皇
室
に
あ
る
。

皇
室
の
伝
統
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
、
国
柄

を
守
る
、
わ
が
国
を
守
る
と
い
う
意
味
で
、

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

〈
有
村
〉
憲
法
第
一
条
に
書
か
れ
て
い
る

「
象
徴
」
と
い
う
の
は
、
「
そ
れ
を
見
れ
ば

実
態
が
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

天
皇
陛
下
の
な
さ
り
よ
う
が
日
本
そ
の
も
の

建国記念の日▲
奉祝パレードに参加　

鼎談後、和やかに記念撮影▲

優しい眼差しの有村治子議員▲　

国を守り伝へるということ国を守り伝へるということ

英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ

国
防
意
識
と
平
和
概
念
を
育
む

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
敬
神
崇
祖
や
五
穀
豊

穣
の
祈
り
、
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い
、
戦
歿

者
慰
霊
な
ど
を
含
め
、
日
本
の
あ
る
べ
き
姿

や
精
神
性
を
凝
縮
す
る
形
で
体
現
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
皇
室
と
わ
が
国
、

国
民
と
の
関
係
を
平
易
な
言
葉
で
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

〈
打
田
〉
そ
う
し
た
な
か
で
差
し
迫
っ
て
い

る
の
が
安
全
保
障
の
問
題
で
、
最
低
限
、
自

衛
隊
違
憲
論
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
憲
法
改
正
に
は
国
民
投
票
が
必
要

で
す
が
、
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る

世
論
調
査
」
で
は
、
自
衛
隊
に
「
良
い
印
象

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
人
の
割
合
が
九

〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
国
際
情
勢

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

自
衛
隊
の
あ
り
方
も
考
え
て
い
く
、
そ
う
し

た
な
か
で
日
本
の
伝
統
・
文
化
を
守
っ
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
有
村
〉
国
の
象
徴
た
る
天
皇
や
皇
室
を
守

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国
防
の
た
め
、
ま
た

国
家
の
尊
厳
を
守
る
た
め
の
憲
法
改
正
も
大
切
で
す

し
、
そ
の
前
提
と
し
て
戦
歿
者
慰
霊
も
重
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
地
域
や
家
庭
の
絆
な
ど
先
人
た
ち
が
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
を
守
っ
て
い
く
。
国
会
議
員
と

し
て
そ
う
し
た
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
岩
田
先
生
、
打
田
会
長
を
は

じ
め
神
社
界
の
同
志
の
皆
さ
ま
に
引
き
続
き
御
指
導

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

鼎談　参　議　院　議　員　有村治子
　　　元 陸 上 幕 僚 長　岩田清文
　　　神道政治連盟会長

　　　小 國 神 社 宮 司
　打田文博

鼎談　参　議　院　議　員　有村治子
　　　元 陸 上 幕 僚 長　岩田清文
　　　神道政治連盟会長

　　　小 國 神 社 宮 司
　打田文博

いわ　た   きよ ふみいわ　た   きよ ふみ

うち　だ   ふみ  ひろうち　だ   ふみ  ひろ

あり  むら  はる　こあり  むら  はる　こ

英
霊
に〝
敬
意
〞と〝
感
謝
〞を
表
す
る
の
は
、

〝
平
和
〞を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て
重
要
で
す
。
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服
を
着
用
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
部
隊
参
拝
を
慎
む
べ
き
旨
の

次
官
通
達
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。

9

▶
我
が
国
の
護
る
べ
き
国
柄
に
つ
い
て
述
べ
る
宮
司

▶
歴
史
の
評
価
に
耐
え
う
る
政
治
を
志
し
、
実
践

　

現
在
も
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
東
情
勢
、
海
洋
覇
権
を
狙
う
中
国
共
産

党
に
よ
る
台
湾
有
事
へ
の
懸
念
な
ど
常
に
国

際
状
況
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

　

終
戦
八
十
年
・
昭
和
一
〇
〇
年
の
節
目
を

迎
え
た
令
和
七
年
。

　

国
を
守
る
と
い
う
こ
と
、
我
が
国
の
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
繋

い
で
い
く
こ
と
を
、
本
気
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
昨
年
末
に
「
神
社
新
報

社
」
で
も
掲
載
さ
れ
た
三
者
の
鼎
談
を
一
部

抜
粋
・
引
用
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
国
政
を
担
い
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
こ
ら
れ
た
有
村
治
子
議
員
（
四
期
目
）
の
、

し
っ
か
り
と
し
た
『
国
家
観
』
と
地
に
足
の

つ
い
た
『
生
活
観
』
を
お
伝
え
す
る
鼎
談
の

様
子
の
一
端
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

〈
有
村
〉
日
本
人
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
国
家

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
民
族
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
国

の
た
め
に
戦
わ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
戦
争
反
対
だ
と
言
う
の
な
ら
、
例
え
ば

医
者
が
病
気
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
、

ど
ん
な
と
き
に
戦
争
が
起
こ
る
の
か
を
徹
底

的
に
研
究
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
戦
争
反
対
と

言
っ
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
の
は
、
む

し
ろ
平
和
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
打
田
〉
確
か
に
日
本
は
戦
争
に
敗
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
、
生
き
残
っ
た
兵

士
の
な
か
に
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
人

も
い
ま
す
。
た
だ
、
み
ん
な
祖
国
の
た
め
に

命
を
か
け
て
戦
い
、
生
き
残
っ
た
人
も
戦
後

復
興
に
一
身
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
現
在
の
わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〈
有
村
〉
英
霊
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
の

は
、
平
和
を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て

重
要
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
海
上
自

衛
隊
の
御
出
身
で
、
命
を
か
け
て
日
本
を
守

ら
れ
た
英
霊
と
同
じ
覚
悟
を
自
ら
に
課
し
て

こ
ら
れ
た
大
塚
海
夫
氏
が
靖
國
神
社
の
宮
司

に
就
任
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
し
、
令
和
六
年
八
月
十
五
日
に

木
原
稔
防
衛
大
臣
が
当
時
靖
國
神
社
に
参
拝

さ
れ
た
こ
と
も
重
要
な
前
進
で
す
。
た
だ
そ

う
し
た
な
か
で
、
一
月
に
自
衛
官
の
靖
國
神

〈
岩
田
〉
私
も
現
役
だ
っ
た
ら
躊
躇
し
か
ね

ま
せ
ん
か
ら
、
国
会
で
明
確
な
答
弁
を
引
き

出
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

〈
打
田
〉
歴
史
や
伝
統
を
忘
れ
た
民
族
は
滅

び
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
か
ら
、
や
は
り
国
柄

を
守
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
何
が
日
本
を
日
本
た
ら
し
め
て
い
る

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
皇
室
の
御
存

在
で
、
日
本
文
化
の
原
点
は
皇
室
に
あ
る
。

皇
室
の
伝
統
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
、
国
柄

を
守
る
、
わ
が
国
を
守
る
と
い
う
意
味
で
、

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

〈
有
村
〉
憲
法
第
一
条
に
書
か
れ
て
い
る

「
象
徴
」
と
い
う
の
は
、
「
そ
れ
を
見
れ
ば

実
態
が
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

天
皇
陛
下
の
な
さ
り
よ
う
が
日
本
そ
の
も
の

▲両院議員総会長として
　（令和７年現在）

▲少子化対策・
　初代女性活躍担当大臣
　大臣会見

▲在職20年感謝の集いにて
　命の重み・家族や地域の絆
　・国家の尊厳を守る有村議員

有村　治子

昭和45年生。平成13年、参議院選挙　比例代表（全国区）にて神道政治連盟
から推薦を受け初当選。現在4期目。神道政治連盟国会議員懇談会 副幹事長。
文部科学大臣政務官、自民党女性局長等を歴任。安倍内閣にて初代女性活躍
担当大臣、国務大臣（少子化対策・行政改革等）に就任。
現在は、参議院情報監視審査会長、自民党両院議員総会長、自民党憲法改正
実現本部 副本部長、等を務める。
「神道の精神を国政に、日本の心を政策に」という想いで、命の重み・家族
や地域の絆・国家の尊厳を守る活動をし、歴史の評価に耐えうる政治を志す。
令和7年（2025）夏の参議院選挙に向けて、神道政治連盟より推薦をされた。

プロフィール
参議院議員
比例代表（全国区）選出

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
敬
神
崇
祖
や
五
穀
豊

穣
の
祈
り
、
被
災
地
へ
の
お
見
舞
い
、
戦
歿

者
慰
霊
な
ど
を
含
め
、
日
本
の
あ
る
べ
き
姿

や
精
神
性
を
凝
縮
す
る
形
で
体
現
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
皇
室
と
わ
が
国
、

国
民
と
の
関
係
を
平
易
な
言
葉
で
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

〈
打
田
〉
そ
う
し
た
な
か
で
差
し
迫
っ
て
い

る
の
が
安
全
保
障
の
問
題
で
、
最
低
限
、
自

衛
隊
違
憲
論
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
憲
法
改
正
に
は
国
民
投
票
が
必
要

で
す
が
、
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る

世
論
調
査
」
で
は
、
自
衛
隊
に
「
良
い
印
象

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
人
の
割
合
が
九

〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
国
際
情
勢

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

自
衛
隊
の
あ
り
方
も
考
え
て
い
く
、
そ
う
し

た
な
か
で
日
本
の
伝
統
・
文
化
を
守
っ
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
有
村
〉
国
の
象
徴
た
る
天
皇
や
皇
室
を
守

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国
防
の
た
め
、
ま
た

国
家
の
尊
厳
を
守
る
た
め
の
憲
法
改
正
も
大
切
で
す

し
、
そ
の
前
提
と
し
て
戦
歿
者
慰
霊
も
重
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
地
域
や
家
庭
の
絆
な
ど
先
人
た
ち
が
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
を
守
っ
て
い
く
。
国
会
議
員
と

し
て
そ
う
し
た
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
岩
田
先
生
、
打
田
会
長
を
は

じ
め
神
社
界
の
同
志
の
皆
さ
ま
に
引
き
続
き
御
指
導

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

国
を
守
る
こ
と
、

伝
統
・
文
化
を
護
持
す
る
こ
と

あり  むら  　　はる　こ

英
霊
に〝
敬
意
〞と〝
感
謝
〞を
表
す
る
の
は
、

〝
平
和
〞を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て
重
要
で
す
。
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社
頭
動
静

　

令
和
六
年
十
二
月
十
九
日
㈭
、
次
郎
柿
ワ

イ
ン
推
進
協
議
会
会
長
鈴
木
康
之
様
、
森
町

長
太
田
康
雄
様
を
始
め
、
約
三
十
名
が
ご
参

列
の
も
と
、
次
郎
柿
ワ
イ
ン
完
成
奉
告
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
大
神
様
へ
ワ
イ
ン
の
完
成
を

奉
告
し
、
感
謝
を
捧
げ
ま
し
た
。
森
町
の
特

産
品
の
一
つ
「
次
郎
柿
」
を
使
用
し
た
次
郎

柿
ワ
イ
ン
は
、
令
和
六
年
で
二
十
五
周
年
を

迎
え
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
す
。
甘
さ
を

控
え
た
爽
や
か
な
味
わ
い
が
特
徴
で
、
地
元

の
方
々
を
始
め
、
全
国
に
も
フ
ァ
ン
が
い
る

と
好
評
で
す
。

　

ワ
イ
ン
は
こ
と
ま
ち
横
丁
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
の
折
に
は
ぜ
ひ
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

郎
柿
ワ
イ
ン

完
成
奉
告
祭
の
斎
行

次
◆
森
町
の
名
産
が
全
国
へ

　

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
㈫
大
晦
日
の

午
後
三
時
よ
り
、
約
八
〇
〇
名
の
皆
様
の
ご

参
列
の
も
と
、
師
走
大
祓
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

師
走
大
祓
式
は
、
半
年
間
の
罪
穢
を
祓
い

清
め
、
心
も
身
体
も
清
ら
か
な
心
持
ち
で
新

年
を
迎
え
る
た
め
の
神
事
で
す
。当
社
で
は
、

六
月
の
晦
日
と
大
晦
日
に
恒
例
式
と
し
て
執

り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
、
宮
中
で
行
わ
れ
て
き
た
重
要

な
祓
い
の
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
、
後
に
民
間

に
伝
わ
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
神
職
が
大
祓
詞
を
奏
上
し
、
罪

や
穢
れ
を
遷
し
た
人
形
と
ご
参
列
の
皆
様
を

お
祓
い
し
、
清
々
し
い
元
の
姿
へ
立
ち
返
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
拝
殿
に
て
「
除
夜
祭
」
を
執

り
行
い
、
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
一
年
を

無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
新
年
の

無
事
平
穏
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

師
走
大
祓
式
・
除
夜
祭
の
斎
行

◆
一
年
の
締
め
く
く
り
。
祓
い
清
め
の

　
　

習
わ
し
で
、
清
ら
か
な
気
持
で
新
年
を

　

鈴
木
三
男
様
よ
り
本
年
の
干
支
に
ち
な
ん

だ
「
乙
巳
年
」
鉄
製
作
品
を
ご
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

蛇
は
、「
成
長
」「
再
生
」「
金
運
」
の
象

徴
と
さ
れ
る
縁
起
の
良
い
動
物
で
す
。
鈴
木

様
の
作
品
は
、
新
春
恒
例
の
縁
起
物
と
し
て
、

今
年
も
多
く
の
方
々
が
写
真
撮
影
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
様
は
、「
打
っ
て
は
戻
し
を
繰
り
返

し
、
ひ
と
目
で
蛇
と
分
か
る
よ
う
な
形
に
す

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
制
作
に
二
ヶ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
が
、
蛇
の
抜
け
殻
を
参
考

に
模
様
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
に
こ
だ
わ
り
、
想

い
に
忠
実
に
、
よ
り
本
物
に
近
づ
け
る
よ
う

目
指
し
ま
し
た
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 鉄

製
干
支
作
品
の
ご
奉
納

◆
す
っ
か
り
お
馴
染
み
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

　

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
で
は
、
様
々
な
奉

仕
活
動
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。
年
末
に
は

注
連
縄
作
成
と
掛
け
替
え
奉
仕
を
実
施
、
正

月
に
は
「
小
國
神
社
開
運
だ
る
ま
」
の
授
与

奉
仕
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
九
日
㈰
に
は
、
ど
ん
ど
焼
き
祭
で

の
「
お
は
た
き
餅
」
授
与
奉
仕
、
二
月
十
一

日
㈫
に
は
、
紀
元
祭
・
建
国
記
念
の
日
奉
祝

パ
レ
ー
ド
や
餅
つ
き
奉
仕
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
氏
子
青
年
会
は
、
神
社
と
地

域
の
発
展
そ
し
て
、
我
が
国
の
麗
し
い
伝
統

文
化
の
継
承
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
奉
仕
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

小
◆
神
社
と
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
!!

伝統行事を学び奉仕する旭が丘中学校生徒とALT教員▲

ワインの完成を祝う鈴木康之会長様▲
太田康雄町長様（右）　

▲天と地を祓います

▲製作者の鈴木三男様

國
神
社
氏
子
青
年
会

奉
仕
活
動
の
ご
報
告

き
の
と 

み   

ど
し
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令
和
七
年
一
月
十
七
日
㈮
、
御
弓
始
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
開
運
招
福
や
五
穀
豊
穣

さ
ら
に
は
疫
病
鎮
送
を
祈
願
す
る
祭
典
で
す
。

　

当
日
は
、
拝
殿
で
宮
司
が
祝
詞
奏
上
を
し

た
後
、
内
庭
で
御
弓
始
神
事
を
執
り
行
い
、

烏
帽
子
と
直
垂
を
着
付
け
た
「
地
射
手
」
四

名
が
、
日
置
流
大
的
式
の
作
法
で
ご
奉
仕
い

た
し
ま
し
た
。
一
挙
一
動
が
繊
細
で
勇
壮
な

所
作
は
、
日
置
流
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

約
二
十
八
メ
ー
ト
ル
先
の
大
的
を
狙
っ
て

射
ら
れ
た
矢
は
魔
除
け
や
開
運
招
福
の
縁
起

物
と
し
て
伝
わ
り
、
矢
が
的
中
す
る
と
拝
観

者
が
我
先
に
と
、
福
矢
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

御
弓
始
祭
の
斎
行

◆
疫
病
鎮
送
を
祈
り
、
矢
を
放
つ

　

令
和
七
年
一
月
二
十
日
㈪
か

ら
二
月
三
日
㈪
ま
で
の
期
間
、

厄
除
大
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

人
生
の
節
目
の
年
に
あ
た
る

厄
年
は
、
健
康
、
仕
事
、
私
生

活
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
転
機
を

迎
え
る
と
共
に
様
々
な
難
を
招

き
や
す
い
年
頃
と
い
わ
れ
ま
す
。

誰
も
が
、
健
康
で
充
実
し
た
人

生
を
無
事
送
り
た
い
と
言
う
気

持
ち
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
当
社
で
は
、
新
た
な
節

目
に
向
け
て
心
を
整
え
よ
う
と
、

全
国
か
ら
多
く
の
祈
願
者
が
厄

除
け
祈
祷
を
受
け
に
来
ら
れ
ま

す
。

　

当
社
の
厄
除
大
祭
は
県
西
部

で
も
風
物
詩
と
な
り
、
期
間
中

に
は
静
岡
放
送
や
静
岡
朝
日
テ

レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
、
厄
除
祈

願
の
様
子
や
祈
願
者
の
声
が
広

く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
揃
っ
て
厄
年
を
迎
え

ら
れ
た
ご
家
族
は
、
お
子
様
の

初
宮
参
り
と
併
せ
て
ご
祈
願
に

訪
れ
、
「
何
事
も
な
く
み
ん
な

健
康
に
過
ご
せ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

厄
除
大
祭
の
斎
行

◆
大
難
を
小
難
に
、

　
　
　
　
　
　

小
難
を
無
難
に

　

こ
の
度
、
十
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
コ

ン
と
し
て
S
N
S
・Y

outube

な
ど
を
中
心

に
多
く
の
フ
ァ
ン
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
さ

れ
て
い
る
『
め
る
ぷ
ち
』
メ
ン
バ
ー
の
ひ
ー

な
さ
ん
と
ひ
よ
り
さ
ん
姉
妹
の
『
ひ
ー
な

チ
ャ
ン
ネ
ル
』
で
、
姉
の
厄
年
を
心
配
し
た

妹
が
休
日
プ
ラ
ン
と
し
て
小
國
神
社
で
厄
除

祈
願
を
受
け
る
様
子
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
幼
い
頃
か
ら
当
社
に
参
拝
さ
れ
、

敬
神
の
念
が
篤
く
、
可
愛
ら
し
く
も
し
っ
か

り
と
し
た
十
代
の
女
性
た
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
な
動
画
を
き
っ
か
け
に
、
若
い
世
代
の
皆

様
が
人
生
儀
礼
に
親
し
み
、
我
が
国
の
麗
し

い
習
慣
や
伝
統
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
に
取

り
入
れ
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

め
る
ぷ
ち
﹃
ひ
�
な
チ
�
ン
ネ
ル
﹄
で

小
國
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

◆
厄
年
の
姉
を
思
い
、
厄
除
祈
願
を
!!

▲「めるぷち」メンバー　ひーなさん・ひよりさん姉妹

静岡放送・静岡朝日テレビニュースより▲

▲美しい所作で大的を狙う地射手

ぢ
　 

い
　 

て

YouTube
「めるぷち」ひーなチャンネル

引用元：YouTubeチャンネル　SBSnews6・静岡朝日テレビニュース



▲浅羽一芳名誉会長（左）ゴ・ヴ・フオン・ゴックさん（中央）
　峰野　勇事務局長（右）

　

令
和
七
年
二
月
十
一
日
㈫
、
森
町
長
太
田

康
雄
様
、
静
岡
県
議
会
議
員
伊
藤
和
子
様
、

伊
藤
健
一
様
を
始
め
と
す
る
五
十
七
名
ご
参

列
の
も
と
、
紀
元
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
で
ご

即
位
さ
れ
、
日
本
国
を
建
国
さ
れ
て
か
ら
二

六
八
五
年
を
迎
え
ま
す
。

　

早
朝
、
建
国
記
念
の
日
奉
祝
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
、
約
二
三
〇
名
の
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
ら
が
国
旗
小
旗
を
手
に
日
本
の
誕
生
日

を
お
祝
い
し
な
が
ら
元
気
よ
く
氏
子
区
内
を

行
進
し
ま
し
た
。
祭
典
後
は
記
念
式
典
を
執

り
行
い
、
餅
つ
き
大
会
や
甘
酒
の
無
料
授
与

で
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。
S
B
S
静
岡
放

送
の
記
者
取
材
も
あ
り
、
祭
典
や
賑
や
か
な

式
典
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
を
戴
く
我
が
国
は
、
建
国
の
起

源
を
神
話
の
世
界
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
類
ま
れ
な
る
国
家
で
す
。
建
国
記
念
の
日

が
、
家
族
皆
で
日
本
の
歴
史
を
振
り
返
る
一

日
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

元
祭
の
斎
行

紀
◆
建
国
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

後
世
へ
正
し
く
つ
な
ぐ

　

令
和
七
年
一
月
二
十
三
日
㈭
、
袋
井
ベ
ト

ナ
ム
友
好
協
会
（
F
V
F
A
）
の
浅
羽
一
芳

名
誉
会
長
・
同
事
務
局
長
の
峰
野
勇
様
の
ア

テ
ン
ド
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
大
学
生
の

ゴ
・
ヴ
・
フ
オ
ン
・
ゴ
ッ
ク
さ
ん
が
ご
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ッ
ク
さ
ん
は
、
フ
エ
外
国
語
大
学
で
日

本
語
・
日
本
文
化
を
学
ば
れ
、
袋
井
・
フ
エ

友
好
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
さ
れ
る

な
ど
、
日
本
文
化
を
幅
広
く
学
ば
れ
て
い
ま

す
。
当
日
は
神
道
講
話
と
正
式
参
拝
を
実
施

し
、
日
本
の
伝
統
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で

き
感
激
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
引
き
続
き
国
際
親
善
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
す
。

日
越
友
好
の
絆
�
ベ
ト
ナ
ム
人

留
学
生
の
ご
参
拝

◆
日
本
を
知
る
最
良
の
場
所
は「
神
社
」で
す

　

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日
㈮
、
岐
阜
護
國

神
社
宮
司
杉
本
純
一
様
と
ご
令
室
様
が
ご
参

拝
に
な
り
ま
し
た
。

　

杉
本
宮
司
は
、
当
社
の
職
員
と
し
て
、
平

成
十
三
年
四
月
に
出
仕
と
し
て
奉
職
し
た
の

ち
、
平
成
十
九
年
五
月
ま
で
権
禰
宜
と
し
て

ご
奉
仕
を
さ
れ
、
神
社
の
発
展
に
も
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
護
國
神
社
に
奉
職

後
は
同
神
社
禰
宜
を
拝
命
さ
れ
、
岐
阜
県
神

道
振
興
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、
令
和
七

年
一
月
二
十
日
付
で
同
神
社
宮
司
に
ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
ご
就
任
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
ご
社
頭
の
ご
隆
昌
と
、
杉

本
宮
司
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

岐
阜
護
國
神
社
宮
司
杉
本
純
一
様

宮
司
就
任
奉
告
参
拝

◆
当
社
の
旧
職
員
が
就
任
と
な
り
ま
し
た

　

令
和
七
年
二
月
十
八
日
㈫
、
祈
年
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

祈
年
祭
は
、
五
穀
豊
穣
と
諸
産
業
の
繁
栄

を
祈
願
す
る
も
の
で
、
十
一
月
に
行
わ
れ
る

収
穫
感
謝
の
「
新
嘗
祭
」
と
一
体
の
祭
祀
で

す
。
四
月
に
執
り
行
わ
れ
る
例
祭
と
併
せ
て

「
三
大
祭
」
と
呼
ば
れ
、
当
社
に
お
い
て
最

も
重
要
な
祭
典
の
一
つ
で
す
。

　

祈
年
祭
は
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も

言
わ
れ
、
そ
の
歴
史
は
律
令
制
以
前
の
春
の

予
祝
儀
礼
に
ま
で
遡
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
と
し
」
は
稲
の
魂
、
「
ご
い
」
は
祈
り
を

意
味
し
ま
す
。

　

祭
典
で
は
、
稲
を
は
じ
め
と
す
る
穀
物
の

豊
か
な
実
り
と
、
地
域
社
会
や
国
家
の
繁
栄
、

ご
皇
室
の
安
泰
も
併
せ
て
祈
願
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
も
松
尾
貞
子
様
よ
り
椎
茸
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、
多
く
の
農
産
物
を
ご
奉
納

い
た
だ
き
、
ご
神
前
に
お
供
え
し
て
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。
松
尾
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
豊
作
を
祈
る
〝
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
〞修祓の後、拝殿へ参進する▲

宮司以下祭員　

高らかに万歳三唱をする参列者▲

▲岐阜護國神社宮司　杉本純一様（中央）のご参拝

祈
年
祭
の
斎
行

12

げ
ん  

さ
い

き

ね
ん  

さ
い

き
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▲氏子内外の学生助勤者も多数ご奉仕
　いただきました（1月1日）

▲大神様への感謝と、1年の無事平穏を
　祈り、多くの参拝者が訪れました
　（1月1日）

▲春の訪れを告げるヒヨドリ
　（1月17日）

▲どんど焼祭の斎行
　どんど焼きの火で焼いたお餅を食べると
　健康に1年間過ごせると言われています
　（1月19日）

▲伊藤忠彦復興大臣の新春参拝
　（2月9日）

▲祈年祭
　宮司祝詞奏上（2月18日）

▲手釿始祭　墨打ちの所作
　古式に則った厳粛な儀式です
　（1月11日）

▲初甲子祭
　1年で初甲子の日のみ、御垣内の中で
　参拝ができます（2月24日）

▲御弓始祭
　美しい所作で的を狙います（1月17日）

▲新春初祈祷祭　午前零時斎行
　今年も多くの皆様が参列となりました
　（1月1日）

令和7年の新春の諸儀式は
お陰をもちまして

滞りなく斎行することができました。
多くの皆様がご参拝になり、
賑わいの新春となりました。

新春点描では、祭事・行事を中心に
ご神域の様子などをお伝えいたします。
それぞれの表情などにも注目して
ご覧いただければ幸いです。

令
和
七
年
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◀
初
穂
料
：
一
，二
〇
〇
円

　
令
和
六
年
十
一
月
一
日
よ
り
『
遠
州
・
三
河 

一
社
三
山
も
み
じ
め
ぐ
り
御
朱
印
帳
』
を
頒
布

し
て
お
り
ま
す
。

　
『
一
社
三
山
も
み
じ
め
ぐ
り
』
と
は
、
古
く

よ
り
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
遠
州
・
三
河
地
域

の
『
小
國
神
社
』『
普
門
寺
』『
尊
永
寺
』『
龍

潭
寺
』
の
四
社
寺
を
参
拝
・
散
策
し
て
い
た
だ

き
、
現
代
の
人
々
が
古
人
へ
心
を
重
ね
自
然
へ

の
感
謝
と
、
各
社
寺
の
ご
神
徳
・
ご
加
護
を
お

受
け
し
て
い
た
だ
く
聖
地
巡
拝
の
旅
路
で
す
。

　
令
和
四
年
十
月
に
実
施
し
た
、
普
門
寺
で
お

祀
り
さ
れ
て
い
る
『
大
黒
天
像
』
を
小
國
神
社

で
一
般
公
開
を
し
た
『
出
開
帳
』
な
ど
様
々
な

広
報
活
動
や
信
仰
の
醸
成
を
お
こ
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
日
常
生
活
の
中
で
も
各
社
寺
巡
拝

の
記
憶
を
末
永
く
心
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
巡
拝
後
に
ご
自
宅
で
お
祀
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
『
屏
風
型
の
御
朱
印
帳
』

を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

　
御
朱
印
を
押
印
す
る
面
に
は
各
社
寺
の
特
徴

的
な
縁
起
物
や
社
紋
・
神
紋
を
あ
し
ら
い
、
御

朱
印
の
個
性
と
各
社
寺
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
く

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
に
お
祀
り
い
た
だ
く
際
は
、
玄
関
や

床
の
間
・
お
気
に
入
り
の
場
所
な
ど
で
粗
末
に

な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
丁
寧
に
お
祀
り
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
「
古
式
十
二
段
舞

楽
」
を
十
二
支
と
と
も
に
描
い
た
『
特
別
干

支
御
朱
印
』
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
御
朱
印
は
、毎
年
異
な
る
干
支
と
舞
楽

演
目
を
組
み
合
わ
せ
、
十
二
年
か
け
て
全
て

集
め
る
こ
と
で
、
十
二
段
舞
楽
の
全
演
目
を

菟
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
も
の
で
す
。

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
当
社
の
十
二
段
舞
楽
は
、
一
三

〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
毎
年
四
月
の

例
祭
で
大
神
様
へ
の
真
心
を
も
っ
て
奉
納
さ

れ
ま
す
。

　
特
別
干
支
御
朱
印
に
は
、
日
本
画
家
・
鳥

居
禮
氏
に
よ
る
美
し
い
絵
画
と
、
作
家
・
秋

場
美
緒
氏
に
よ
る
そ
の
年
の
干
支
に
ち
な
ん

だ
意
匠
が
水
墨
画
で
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

和のこころを育む一社三山もみじめぐり御朱印帳▲

特別干支御朱印　初穂料：800円▲

二番「色香」▲

『
一
社
三
山
も
み
じ
め
ぐ
り
御
朱
印
帳
』

『
乙
巳
』特
別
干
支
御
朱
印
頒
布
の
ご
案
内

き
の
と
　 

み

頒
布
の
ご
案
内

十
二
年
か
け
て
集
め
る
十
二
支
と
十
二
段
舞
楽

も
み
じ
が
繋
ぐ
聖
地
巡
拝
の
旅
路
。
御
朱
印
を
集
め
て
特
別
な
屏
風
に
！

も
み
じ
が
繋
ぐ
聖
地
巡
拝
の
旅
路
。
御
朱
印
を
集
め
て
特
別
な
屏
風
に
！

一社三山もみじめぐり公式HP
https://www.momijimeguri.com

作 

家 

紹 

介

　
長
年
に
わ
た
り
小
國
神
社
で
の
祭
祀
舞
や
社

頭
奉
仕
、
さ
ら
に
は
授
与
品
発
案
に
も
携
わ
る
。

二
〇
一
九
年
に
兵
庫
県
た
つ
の
市
、
二
〇
二
三

年
に
岡
山
県
岡
山
市
で
個
展
を
開
催
。
小
國
神

社
に
お
い
て
も
二
〇
二
二
年
に
個
展
を
開
催
し

た
。
開
運
招
福
を
祈
る
蛇
と
当
社
の
社
紋
が
描

か
れ
た
、
心
落
ち
着
く
手
描
き
の
水
墨
画
作
品
。

　
東
京
生
ま
れ
。（
一
九
五
二
〜
二
〇
一
八
）
日

本
画
家
。
二
〇
〇
七
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
美
術

館
、
二
〇
一
五
年
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
美
術
館
、

二
〇
一
六
年
ベ
ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
に

て
展
覧
会
を
開
催
す
る
。
大
円
寺
、
伊
勢
神
宮

せ
ん
ぐ
う
館
、寒
川
神
社
、伊
勢
山
皇
大
神
宮
他

に
神
道
を
描
い
た
日
本
画
の
作
品
を
奉
納
す
る
。

　
小
國
神
社
に
お
い
て
も
二
〇
一
一
年
に
個
展

「
霊
峰
富
士
と
桜
展
」
を
開
催
し
、
好
評
を
博

し
た
。

日
本
画
家

作
　
　
家

鳥
居
　
禮

と
り
　  

い
　
　
　
　  

れ
い

秋
場
美
緒

あ
き
　  

ば
　
　
み
　
　
お

お   

く
に  

じ
ん  

じ
ゃ

た
ん    

じ

ふ   

も
ん   

じ

そ
ん  

え
い   

じ

り
ょ
う
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　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

々
と
お
祭
り

神
々
と
お
祭
り

神　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ



日
本
の
神
道
的
自
然
観
や
精
神
性
を
思
い
出

し
て
み
た
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
先
人
は
、
古
来
か
ら
森
羅
万
象

に
神
性
を
見
出
し
、
自
然
の
摂
理
を
神
と
し

て
敬
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
育

む
山
や
水
、
岩
や
大
木
、
そ
し
て
湧
水
や
川
、

土
、
太
陽
、
火
な
ど
、
八
百
万
の
神
は
、
あ

ま
ね
く
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
や
モ
ノ
に
宿
る

神
は
、
私
た
ち
を
生
か
し
、
と
き
に
命
を
奪

い
ま
す
。
そ
の
大
い
な
る
働
き
に
畏
怖
畏
敬

の
念
を
持
ち
、
そ
の
働
き
の
中
に
生
き
る
人

も
神
と
し
て
の
自
然
と
一
体
で
あ
る
尊
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
先
人
た
ち
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
や
水
を
育
む
奥
山
を

禁
足
地
と
し
て
守
り
、
そ
の
水
の
恵
み
に
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特別寄稿

　

私
は
医
師
と
し
て
、
人
が
当
た
り
前
に
生

き
る
こ
と
で
健
康
に
幸
せ
に
な
る
世
界
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
、

人
が
生
き
る
こ
と
で
人
も
社
会
も
自
然
環
境

も
病
気
に
な
る
時
代
で
す
。

　

科
学
技
術
が
発
達
し
て
も
、
増
え
続
け
る

が
ん
や
認
知
症
、
う
つ
や
子
供
の
発
達
障
害
。

混
乱
し
た
社
会
の
中
で
経
済
格
差
は
埋
ま
ら

ず
、
自
然
環
境
の
劣
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

人
の
健
康
や
幸
せ
、
豊
か
さ
を
求
め
て
経
済

活
動
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
と
相

関
し
て
自
然
環
境
が
劣
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
環
境
の
中
に
生
き
て
い
る
人
は
、
結
局
、

心
身
を
病
ん
で
し
ま
う
。
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
い
け
な
い
！
と
、
国
際
的
に
掲

げ
ら
れ
た
の
が
、
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス

（
地
球
の
健
康
）
」
で
す
。
人
は
地
球
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
前
提
に
、
人
の
健

康
や
幸
福
だ
け
で
な
く
、
人
と
つ
な
が
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
、
経
済
、
政
治
な
ど
人

の
つ
く
る
文
明
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
つ
な
が

る
生
態
系
な
ど
の
地
球
上
す
べ
て
の
シ
ス
テ

ム
の
健
康
を
、
立
場
を
越
え
、
分
野
を
超
え

た
連
携
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
大

目
標
で
す
。
人
類
社
会
を
支
え
る
自
然
生
態

系
を
回
復
さ
せ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

経
済
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
人
と
自
然
を
切

り
分
け
、
自
然
を
支
配
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

か
ら
、
人
と
自
然
を
一
体
と
し
、
共
存
共
栄

す
る
世
界
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現
に
は
、
科

学
だ
け
で
な
く
伝
統
的
な
智
慧
に
敬
意
を
払

い
重
ん
じ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
本
質
的
に
理
解
し
、
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
古
来
か
ら
大
切
に
し
て
き
た

よ
っ
て
カ
エ
ル
や
渡
り
鳥
な
ど
を
育
む
田
ん

ぼ
に
稲
が
実
れ
ば
、
土
着
の
微
生
物
に
よ
っ

て
酒
を
醸
し
、
感
謝
と
共
に
神
に
捧
げ
る
祭

り
を
催
し
、
人
は
神
と
一
体
と
な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
生
命
が
生
ま
れ
て
死
ん
で
、

何
か
の
生
命
が
別
の
生
命
を
養
っ
て
い
く
、

変
幻
自
在
な
神
の
働
き
が
万
物
を
結
び
合
わ

せ
る
里
山
で
、
人
は
日
々
の
営
み
の
中
で
、

食
べ
物
を
い
た
だ
く
こ
と
で
風
土
と
一
体
と

な
り
な
が
ら
、
自
然
環
境
を
豊
か
に
す
る
再

生
型
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
営
み
は
、
特
に
戦
後
に
大
加
速

神々と共に生きることは、▲
日本の麗しい精神文化です　

日本唯一の伝統技法「檜皮葺き」▲
小國神社の社殿は天然素材を使い自然な循環が営まれている　

田んぼは生物多様性を豊かにする▲

神道的自然観とプラネタリーヘルス

し
た
開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
で
も
、
全
国
の
神
社
の
奥
に
は
、
私

た
ち
の
生
命
を
育
む
水
を
た
た
え
、
生
き
物

た
ち
を
育
む
鎮
守
の
杜
が
神
聖
な
場
所
と
し

て
存
在
し
ま
す
。

　

新
嘗
祭
に
は
、
天
と
地
の
恵
み
に
よ
っ
て

実
っ
た
新
穀
を
感
謝
と
共
に
神
に
奉
り
ま
す

し
、
私
た
ち
の
地
元
の
鳥
取
で
は
祝
い
ご
と

に
は
素
戔
嗚
の
伝
承
を
元
に
し
た
荒
神
神
楽

を
奉
納
し
ま
す
。
四
季
に
応
じ
た
行
事
や
伝

統
的
な
食
文
化
、
生
活
文
化
は
、
気
候
風
土

に
根
ざ
し
た
そ
の
土
地
の
恵
み
に
よ
っ
て
私

た
ち
を
産
土
の
神
と
結
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

神
道
は
、
私
た
ち
に
万
物
と
の
結
び
を
教

え
、
生
き
る
こ
と
が
歓
び
で
あ
り
、
尊
い
こ

と
だ
と
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
「
道
」

と
は
、
こ
の
世
界
の
真
の
理
を
心
技
体
に

よ
っ
て
獲
得
す
る
こ
と
。
神
道
は
、
自
然
の

摂
理
と
し
て
の
神
を
自
ら
に
身
体
化
す
る
こ

と
だ
と
捉
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
森
羅
万
象

全
て
を
自
分
ご
と
と
し
、
人
だ
け
で
な
く
地

球
全
体
の
利
を
自
ら
の
歓
び
と
す
る
生
き
方

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
神
道
的
自
然
観
は
、
人
と
自
然
を

結
び
直
す
精
神
的
柱
と
な
り
ま
す
。
歴
史
文

化
気
候
風
土
に
根
ざ
し
た
日
本
的
プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
ヘ
ル
ス
が
各
地
に
立
ち
現
れ
、
世
界
に

開
か
れ
る
こ
と
で
、
人
と
自
然
が
共
存
共
栄

す
る
未
来
が
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を
描
い
て

い
ま
す
。

天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事

きり  むら    り     さ

桐村里紗
～今、世界に求められる日本の精神性～

日
本
の〝
神
道
の
自
然
観
〞は
、

人
と
自
然
を
結
び
直
す
精
神
的
柱
と
な
り
ま
す
。

ひわだ　 ぶ



日
本
の
神
道
的
自
然
観
や
精
神
性
を
思
い
出

し
て
み
た
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
先
人
は
、
古
来
か
ら
森
羅
万
象

に
神
性
を
見
出
し
、
自
然
の
摂
理
を
神
と
し

て
敬
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
育

む
山
や
水
、
岩
や
大
木
、
そ
し
て
湧
水
や
川
、

土
、
太
陽
、
火
な
ど
、
八
百
万
の
神
は
、
あ

ま
ね
く
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
や
モ
ノ
に
宿
る

神
は
、
私
た
ち
を
生
か
し
、
と
き
に
命
を
奪

い
ま
す
。
そ
の
大
い
な
る
働
き
に
畏
怖
畏
敬

の
念
を
持
ち
、
そ
の
働
き
の
中
に
生
き
る
人

も
神
と
し
て
の
自
然
と
一
体
で
あ
る
尊
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
先
人
た
ち
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
や
水
を
育
む
奥
山
を

禁
足
地
と
し
て
守
り
、
そ
の
水
の
恵
み
に
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私
は
医
師
と
し
て
、
人
が
当
た
り
前
に
生

き
る
こ
と
で
健
康
に
幸
せ
に
な
る
世
界
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
、

人
が
生
き
る
こ
と
で
人
も
社
会
も
自
然
環
境

も
病
気
に
な
る
時
代
で
す
。

　

科
学
技
術
が
発
達
し
て
も
、
増
え
続
け
る

が
ん
や
認
知
症
、
う
つ
や
子
供
の
発
達
障
害
。

混
乱
し
た
社
会
の
中
で
経
済
格
差
は
埋
ま
ら

ず
、
自
然
環
境
の
劣
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

人
の
健
康
や
幸
せ
、
豊
か
さ
を
求
め
て
経
済

活
動
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
と
相

関
し
て
自
然
環
境
が
劣
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
環
境
の
中
に
生
き
て
い
る
人
は
、
結
局
、

心
身
を
病
ん
で
し
ま
う
。
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
い
け
な
い
！
と
、
国
際
的
に
掲

げ
ら
れ
た
の
が
、
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス

（
地
球
の
健
康
）
」
で
す
。
人
は
地
球
の
一

部
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
前
提
に
、
人
の
健

康
や
幸
福
だ
け
で
な
く
、
人
と
つ
な
が
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
、
経
済
、
政
治
な
ど
人

の
つ
く
る
文
明
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
つ
な
が

る
生
態
系
な
ど
の
地
球
上
す
べ
て
の
シ
ス
テ

ム
の
健
康
を
、
立
場
を
越
え
、
分
野
を
超
え

た
連
携
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
大

目
標
で
す
。
人
類
社
会
を
支
え
る
自
然
生
態

系
を
回
復
さ
せ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

経
済
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
人
と
自
然
を
切

り
分
け
、
自
然
を
支
配
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

か
ら
、
人
と
自
然
を
一
体
と
し
、
共
存
共
栄

す
る
世
界
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現
に
は
、
科

学
だ
け
で
な
く
伝
統
的
な
智
慧
に
敬
意
を
払

い
重
ん
じ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
本
質
的
に
理
解
し
、
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
古
来
か
ら
大
切
に
し
て
き
た

よ
っ
て
カ
エ
ル
や
渡
り
鳥
な
ど
を
育
む
田
ん

ぼ
に
稲
が
実
れ
ば
、
土
着
の
微
生
物
に
よ
っ

て
酒
を
醸
し
、
感
謝
と
共
に
神
に
捧
げ
る
祭

り
を
催
し
、
人
は
神
と
一
体
と
な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
生
命
が
生
ま
れ
て
死
ん
で
、

何
か
の
生
命
が
別
の
生
命
を
養
っ
て
い
く
、

変
幻
自
在
な
神
の
働
き
が
万
物
を
結
び
合
わ

せ
る
里
山
で
、
人
は
日
々
の
営
み
の
中
で
、

食
べ
物
を
い
た
だ
く
こ
と
で
風
土
と
一
体
と

な
り
な
が
ら
、
自
然
環
境
を
豊
か
に
す
る
再

生
型
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
営
み
は
、
特
に
戦
後
に
大
加
速

▲素戔嗚をモチーフにした鳥取-島根のプラネタリーヘルス曼荼羅図

桐村　里紗

医師として予防医療から終末期医
療まで幅広く臨床経験を積んだの
ち、「プラネタリーヘルス」の推
進による地域創生を行う。鳥取県
「大山の流域」と東京「丸の内エ
リア」を拠点に都市とローカルの
流域を結び、人と自然が融合する
未来文明の萌芽を描く。著書に、
『腸と森の「土」を育てる　微生
物が健康にする人と環境』（光文
社新書）他多数。

プロフィール

天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事
東京大学大学院工学系研究科
バイオエンジニアリング専攻
道徳感情数理工学講座主宰兼共同研究員

し
た
開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
今
で
も
、
全
国
の
神
社
の
奥
に
は
、
私

た
ち
の
生
命
を
育
む
水
を
た
た
え
、
生
き
物

た
ち
を
育
む
鎮
守
の
杜
が
神
聖
な
場
所
と
し

て
存
在
し
ま
す
。

　

新
嘗
祭
に
は
、
天
と
地
の
恵
み
に
よ
っ
て

実
っ
た
新
穀
を
感
謝
と
共
に
神
に
奉
り
ま
す

し
、
私
た
ち
の
地
元
の
鳥
取
で
は
祝
い
ご
と

に
は
素
戔
嗚
の
伝
承
を
元
に
し
た
荒
神
神
楽

を
奉
納
し
ま
す
。
四
季
に
応
じ
た
行
事
や
伝

統
的
な
食
文
化
、
生
活
文
化
は
、
気
候
風
土

に
根
ざ
し
た
そ
の
土
地
の
恵
み
に
よ
っ
て
私

た
ち
を
産
土
の
神
と
結
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

神
道
は
、
私
た
ち
に
万
物
と
の
結
び
を
教

え
、
生
き
る
こ
と
が
歓
び
で
あ
り
、
尊
い
こ

と
だ
と
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
「
道
」

と
は
、
こ
の
世
界
の
真
の
理
を
心
技
体
に

よ
っ
て
獲
得
す
る
こ
と
。
神
道
は
、
自
然
の

摂
理
と
し
て
の
神
を
自
ら
に
身
体
化
す
る
こ

と
だ
と
捉
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
森
羅
万
象

全
て
を
自
分
ご
と
と
し
、
人
だ
け
で
な
く
地

球
全
体
の
利
を
自
ら
の
歓
び
と
す
る
生
き
方

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
神
道
的
自
然
観
は
、
人
と
自
然
を

結
び
直
す
精
神
的
柱
と
な
り
ま
す
。
歴
史
文

化
気
候
風
土
に
根
ざ
し
た
日
本
的
プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
ヘ
ル
ス
が
各
地
に
立
ち
現
れ
、
世
界
に

開
か
れ
る
こ
と
で
、
人
と
自
然
が
共
存
共
栄

す
る
未
来
が
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
を
描
い
て

い
ま
す
。

日
本
の〝
神
道
の
自
然
観
〞は
、

人
と
自
然
を
結
び
直
す
精
神
的
柱
と
な
り
ま
す
。

著書紹介

きり  むら    　　　り     さ

▲小國神社の新嘗祭　宮司祝詞奏上
　神様に「五穀豊穣」の感謝を捧げます

にいなめ さい

に
い  

な
め  

さ
い
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第
23
回

【
応
募
サ
イ
ズ
】
 ●
一
般
の
部
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

 

　
ワ
イ
ド
4
ツ
切
／
4
ツ
切

 

●
学
生
の
部
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

 

　
ワ
イ
ド
4
ツ
切
／
4
ツ
切
／
A
4

【
募  

集  

要  

項
】
 ●
一
般
の
部
：
全
年
齢
可

 

●
学
生
の
部
：
学
生
の
み
（
応
募
用
紙
に
学
校
名

 

　
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

【
応  

募  

期  

間
】
 ●
令
和
7
年
6
月
1
日
〜
7
月
10
日
必
着

【
応
募
の
決
ま
り
】
 ●
過
度
な
デ
ジ
タ
ル
加
工
（
合
成
）
は
選
考
外
と

 

　
な
り
ま
す
。 

 

●
展
示
な
ど
の
都
合
に
よ
り
フ
チ
な
し
の
作
品
に

 

　
限
り
ま
す
。 

 

●
野
鳥
作
品
は
題
名
の
後
に
鳥
の
名
前
を
ご
記
入

 

　
く
だ
さ
い
。

【
応
募
上
の
注
意
】
 ●
応
募
作
品
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。 

 

●
特
定
の
人
物
が
被
写
体
の
場
合
は
本
人
の
承
諾

 

　
を
得
て
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

 

●
公
表
の
承
諾
に
関
す
る
問
題
は
、
主
催
者
は
一

 

　
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

【
撮
影
上
の
注
意
】
 ●
参
拝
者
や
自
然
鑑
賞
の
方
に
迷
惑
に
な
ら
な
い

 

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
自
然
の
樹
木
等
の
損
傷
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

●
祭
典
（
神
事
等
）
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

 

　
し
て
く
だ
さ
い
。

【
審
　
　
　
　  

査
】
 ●
古
代
の
森
小
國
神
社

 

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

 

●
富
士
フ
イ
ル
ム
推
薦
フ
ォ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【
発
　
　
　
　  

表
】
 ●
令
和
7
年
8
月
下
旬  

 

●
入
賞
者
に
直
接
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
写
　   

真
　   

展
】
 第
23
回 

古
代
の
森 

小
國
神
社 

写
真
展

 

●
令
和
7
年
9
月
下
旬（
入
場
無
料
）

 

●
小
國
神
社 

参
拝
者
休
憩
所
2
階 

研
修
室

募
集
規
定
　
●
応
募
作
品
は
、
令
和
6
年
7
月
上
旬
か
ら
翌
年
6
月

下
旬
ま
で
に
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
●
応
募
作
品
は
未
発
表

作
品
に
限
り
ま
す
。
●
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
（
自
作
可
）
を
必
ず

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
、
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
●
応
募
作
品
は

当
社
広
報
活
動
な
ど
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
作
品
集
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
用
紙
」
は
、
社
頭
及
び
静
岡
県
写
真
材
料

商
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
カ
メ
ラ
店
で
も
配
布
を
行
い
ま
す
。

●
多
く
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
部
門

●
部
門
1
：
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な
ど
の
自
然

●
部
門
2
：
祭
事
・
催
物
　
●
部
門
3
：
野
鳥

第
22
回 

最
優
秀
賞 

「
祈
り
」 

相
羽
　
強

第
十
三
回 

神
社
検
定
の
ご
案
内

　
神
社
検
定
（
神
道
文
化
検
定
）
は
神
社
が
好
き

な
方
、
日
本
文
化
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
の
た
め

の
検
定
で
す
。
『
神
社
本
庁
公
認
』
の
本
検
定
は
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
神
社
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
神
社
本
庁
監
修
の
も

と
始
ま
り
、
今
年
で
十
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
神
道
は
、
日
本
文
化
の
源
で
す
。
蘊
蓄
（
う
ん

ち
く
）
を
語
り
た
い
方
も
、
ガ
イ
ド
に
活
用
し
た

い
方
も
、
生
涯
学
習
の
テ
ー
マ
に
し
た
い
方
も
、

神
社
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
い
つ
も
お
参
り
し

て
い
た
神
社
の
新
し
い
姿
が
見
え
て
く
る
は
ず
で

す
。
検
定
を
通
じ
て
神
道
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

日
本
文
化
の
魅
力
を
次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く

た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
定
試
験
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

◀
第
十
三
回
は
鷹
の
爪
団
と
コ
ラ
ボ
!!

試験日時：令和7年6月29日㈰
試験会場：小國神社休憩所二階　研修室
申込期限：令和7年5月30日㈮

初級：オンライン受験のみ
参級：オンライン受験・会場受験
弐級：会場受験のみ
壱級：会場受験のみ

受験級と受験方法

● 各リンクもぜひ御覧ください ●

一
般
の
部
　
最
優
秀
賞
／
相
羽
　
　
強

一
般
の
部
　
優
秀
賞
／
杉
山
　
典
之

一
般
の
部
　
優
秀
賞
／
杉
本
　
昌
弘

一
般
の
部
　
優
秀
賞
／
松
野
　
　
武

一
般
の
部
　
特
別
賞
／
松
浦
　
嘉
人

学
生
の
部
　
最
優
秀
賞
／
鈴
木
　
一
徳

学
生
の
部
　
優
秀
賞
／
野
村
　
隆
成

前
回
受
賞
者
の
皆
さ
ま

【
応
　
募
　
先
】 

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

小
國
神
社
「
古
代
の
森
小
國
神
社

　
　
　
　
　
　 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」
宛

電
話
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
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▲建設に先立ち安全祈願祭を
　執り行いました

　
本
年
の
勧
学
祭
は
、
四
月
五
日
㈯
十
一
時

よ
り
執
り
行
い
ま
す
。
氏
子
地
域
の
小
中
学

校
へ
入
学
す
る
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
参

列
で
き
ま
す
。
ご
神
前
に
て
学
業
成
就
、
身

体
健
全
、
交
通
安
全
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
四
月
十
九
日
㈯
午

後
二
時
よ
り
執
り
行
い
ま
す
。
令
和
六
年
一

月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
氏
子
地
域
で
出
生
さ
れ
た
お
子
様
、
嫁

入
り
、
婿
入
り
さ
れ
た
方
や
移
住
さ
れ
た
皆

さ
ま
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま

す
。
ご
神
前
に
て
家
内
安
全
、
無
病
息
災
の

お
祈
り
を
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
各
地
区
の
総
代
を
通
し
て
行

い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
列
下
さ
い
。

新
た
な
季
節
�
新
し
い
ス
タ
�
ト
を

神
さ
ま
と
共
に

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

　
献
詠
祭
で
は
、
有
志
の
皆
様
よ
り
和
歌
の

奉
納
を
賜
り
、
ご
神
前
へ
と
献
じ
て
い
ま
す
。

　
和
歌
の
歴
史
は
神
代
に
遡
り
、
素
戔
嗚
尊

が
妻
の
た
め
に
詠
ま
れ
た
「
八
雲
立
つ
　
出

雲
八
重
垣
　
妻
籠
に
　
八
重
垣
作
る
　
そ
の

八
重
垣
を
」
と
い
う
歌
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
は
、
宮
中
で
和
歌
を
通
じ
て

感
情
を
伝
え
合
う
文
化
が
広
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
『
万
葉
集
』
に
は
、
様
々
な
身
分
の
和

歌
を
詠
ん
だ
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
言
葉
に
は
魂
が
宿
る
と
古
来
よ
り
信
じ
ら

れ
、
和
歌
は
身
分
を
超
え
て
多
く
の
日
本
人

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
献
歌
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
和
歌
・
短
歌
を
ご
神
前
へ

献
詠
祭
�
古
よ
り
伝
わ
る
日
本
人
の
心
�

献
詠
祭
�
古
よ
り
伝
わ
る
日
本
人
の
心
�

■兼題　「和合」・「梅」
■形式　短歌（5・7・5・7・7調）
■用紙　短冊用紙（縦36㎝×横7㎝が
　　　　目安となります）
　（裏面に住所・氏名を明記の上、
　 歌は楷書でお詠みください。）
■締切り　4月9日（水）
■お申込宛先・問合せ先
　〒437－0226
　静岡県周智郡森町一宮3956－1
　「小國神社祭務部祭儀課献詠係」
　TEL（0538）89－7302

● 募集要項 ●

日
本
有
数
の
土
鈴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
へ

　
当
社
で
は
現
在
、
参
拝
者
休
憩
所
南
側
に
「〝
鈴
木
正
彦
記
念
〞・
土
鈴
館
」
を
建
設

中
で
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
民
俗
学
者
で
あ
り
国
文
学
者
と
し
て
も
名
高
い
故
・
鈴
木
正

彦
先
生
が
当
社
に
奉
納
さ
れ
た
、
一
万
個
以
上
の
貴
重
な
土
鈴
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
土
鈴
は
粘
土
を
焼
い
て
作
ら
れ
た
音
具
で
、
そ
の
起
源
は
縄
文
時
代
に
遡
り
ま
す
。
鈴

の
清
ら
か
な
音
は
「
神
留
ま
る
音
」
と
も
い
わ
れ
、
神
社
で
の
祭
儀
や
神
楽
舞
な
ど
、
魔

除
け
や
厄
除
け
の
神
具
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
に
土
鈴
は
、
神
社
の
縁

起
物
や
、
庶
民
の
間
で
郷
土
玩
具
と
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
正
彦
先
生
（
一
九
二
二
年
〜
二
〇
二
〇
年
）
は
、
國
學
院
大
學
で
折
口
信
夫
氏
に

師
事
し
、
後
に
和
洋
女
子
大
学
で
名
誉
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
「
土
鈴
博
士
」
と
も

称
さ
れ
た
先
生
は
、
生
涯
を
通
じ
て
土
鈴
の
収
集
と
研
究
に
情
熱
を
注
ぎ
、
一
万
数
千
点

も
の
土
鈴
を
収
集
さ
れ
、
小
國
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
は
今
年
一
月
よ
り
着
工
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
工
事
は
順
調
に
進
み
、
四

月
に
は
竣
工
予
定
で
す
。
竣
工
後
は
一
般
公
開
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
、
小
國
神
社
に

ご
参
拝
の
皆
さ
ま
へ
の
新
た
な
文
化
施
設
と
し
て
、
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
完
成
ま
で

あ
と
少
し
。
続
報
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

土
鈴
に
つ
い
て

〝
土
鈴
博
士
〞
鈴
木
正
彦
先
生

建
設
経
過
の
ご
報
告
と
今
後
の
予
定 建

設
中
！

土
鈴
館

〝
鈴
木
正
彦
記
念
〞

〝
鈴
木
正
彦
記
念
〞
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㈱静岡木工様による神棚展示ブースの様子▲舞殿での箏曲奉納演奏▲

奉納演舞の様子▲

癒しの斎庭に尺八の風情豊かな音色が▲
響き渡ります　

フジドリームエアラインズ様のPRブース▲

　

令
和
七
年
三
月
二
十
二
日
㈯
〜
四
月
六
日
㈰

の
期
間
、「
桜
詣
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
点
茶
の
ご
奉
仕
や
、
居
合
の
奉
納

演
武
、
F
D
A
（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
）
様
や
㈱
静
岡
木
工
様
に
よ
る
P
R
ブ
ー
ス

の
展
開
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
公
益
社
団
法
人

静
岡
県
茶
業
会
議
所
に
よ
る
静
岡
茶
の
P
R
な

ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
事
待
池
前
で
の
尺
八
演
奏
、
舞
殿
で
の

箏
曲
・
尺
八
奉
納
演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
い
た

だ
き
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
つ

つ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
上
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
各
リ
ン
ク
は
裏
表

紙
に
記
載
し
て
い
ま
す
。）

桜
詣
の
ご
案
内

桜
詣
の
ご
案
内

岡
部
監
督
撮
影
の
短
編
映
画
が
、ア
メ
リ
カ
の
映
画
祭
で

最
優
秀
短
編
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
！

岡部　聡
おか  べ       さとる

1976（昭和51）年11月17日
静岡県浜松市生まれ
フリーランスの映像ディレクター

「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
に
密
着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　

こ
の
度
、
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
や
当
社
の
祭
祀
に
百
日
間
密
着
取
材
し
撮
影
し
た
、

岡
部
聡
監
督
の
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『Connect

（
邦
題
：
つ
な
ぐ
）
』
（
二
〇

二
三
年
イ
タ
リ
ア
モ
ン
テ
カ
テ
ィ
ー
ニ
国
際
短
編
映
画
祭
で
「
優
秀
佳
作
賞
」
受
賞
）
を
再

編
し
た
作
品
『Continuations

』
が
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
、
最

優
秀
短
編
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
映
画
祭
は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
で
毎
年
開
催
さ
れ
る

国
際
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
で
、
世
界
中
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
製
作
者
を

称
え
る
場
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
予
選
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

 

日
本
人
と
し
て
は
異
例
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
で
、
二
〇
二
〇
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
た
『
檜
皮
葺
』
の
伝
統
職
人
芸
が
再
び
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
、
貴
重
な
機
会

に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
部
監
督
は
、
玉
垂
六
十
八
号
の
特
別
寄
稿
文
で
「〝
日
本
が
誇
る
優
れ
た
技
術
〞
を
多

く
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
え
る
映
像
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ノ
ミ

ネ
ー
ト
は
ま
さ
に
、
日
本
古
来
の
伝
統
技
術
が
国
際
的
な
舞
台
で
評
価
さ
れ
る
機
会
と
な
り
、

檜
皮
葺
の
「
用
と
美
」
を
兼
ね
備
え
た
芸
術
性
と
文
化
的
意
義
が
広
く
認
め
ら
れ
た
証
と
言

え
ま
す
。 　
　

　

な
お
、
同
作
品
は
岡
部
監
督
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本
の
伝
統
技
術
が
世
界
に
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大
祓
式
は
、
日
常
生
活
で
知
ら
ず
知
ら
ず

に
積
も
っ
た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
身
も

心
も
清
ら
か
に
次
の
半
年
間
を
過
ご
す
た
め

の
神
事
で
す
。

　

大
祓
式
は
年
に
二
度
行
わ
れ
、
六
月
の
大

祓
は
「
夏
越
大
祓
式
」
、
十
二
月
の
大
祓
は

「
師
走
大
祓
式
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
特
に
夏

越
大
祓
は
、
「
水
無
月
の
夏
越
の
祓
す
る
人

は
千
歳
の
命
の
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
も
い
わ

れ
、
無
病
息
災
を
祈
る
た
め
の
茅
の
輪
く
ぐ

り
が
行
わ
れ
ま
す
。

夏
越
大
祓
式
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
の
ご
案
内

な
　
　
ご
し
　
　
お
お
　 

は
ら
え
　 

し
き

ち

わ

〜
清
々
し
く
、
残
り
の
半
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
り
を
込
め
て
〜

おおはらえのことば

大
祓
式 

〜
全
員
参
加
型
の
お
祓
い
神
事
〜

六
月
三
十
日　

午
後
三
時
よ
り
（
引
き
続
き
、

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
」
を
お
こ
な
い
ま
す
）

小
國
神
社　

社
務
所
前
庭

・
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

大
き
な
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
、
災
厄

を
取
り
除
き
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。

・
人
形
（
ひ
と
が
た
）
に
よ
る
お
祓
い

身
代
わ
り
と
な
る
人
形
に
罪
や
穢
れ
を
託

し
、
こ
れ
を
川
や
海
に
流
し
て
清
め
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
当

日
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
祓
神
札
を
ご
希
望
の
方
は
授
与
所
に
て
人
形

の
授
与
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申
し

込
み
の
上
、
前
日
ま
で
に
ご
持
参
下
さ
い
（
初

穂
料
：
二
、
〇
〇
〇
円
よ
り
ご
志
納
）

「
茅
の
輪
守
り
」
を
期
間
限
定
授
与
し
て
お
り

ま
す
（
初
穂
料
：
八
〇
〇
円
）
。
五
月
下
旬
よ

り
授
与
開
始
。
な
く
な
り
次
第
頒
布
終
了
。

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 日

時
場
所

参
列
方
法

茅
の
輪
守
り

▲茅の輪守り 初穂料：800円

な   

ご
し

ち
と
せ

は
ら
え
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　毎月1日と18日の午前10時から執り行い
ます。
　月次祭では、神様に日々の感謝を捧げ、
国家国民の安泰と繁栄を祈ります。ご参
列はどなたでも可能です。当日、社務所
受付でお申し出ください。

７月

端 午 祭

　5月5日午前11時より斎行いたし
ます。
　菖蒲の節句とも言われ、お子様
の健やかな成長を祈るお祭りです。
祭典後は邪気を祓う菖蒲とよもぎ
の葉を授与いたします。

勧 学 祭
かん        がく        さい

　4月5日午前11時から斎行いたし
ます。
　「勧学」とは「学問を奨励す
る」という意味で、新しく小中学
校に入学する子どもがよく学び、
事故や病気などに遭わず心身健全
に成長することを祈願します。

宮代神饌田御田植祭（5月25日）宮代神饌田御田植祭（5月25日）

たん　　　 ご   　　 さい

月　次　祭
つき　　　　 なみ　　　　さいつき　　　　 なみ　　　　さい

毎月1日・18日午前10時より毎月1日・18日午前10時より

6月 水無月
みなづき

（午前10時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 3時）

月次祭
花菖蒲園開園奉告祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
月次祭
御田植祭
甲子祭
夏越大祓式

1日
1日
1日
6日
18日
21日
24日
30日

7月 文月
ふみづき

月次祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
月次祭
愛宕神社例祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）

1日
1日
6日
18日
31日

月次祭
一宮祖霊社月次祭
端午祭
本宮山青葉祭
月次祭
宮代神饌田御田植祭
一宮花しょうぶ園開園

（午前10時）
（午前11時）
（午前11時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前11時）

1日
1日
5日
6日
18日
25日
下旬

5月 皐月
さつき

しょうぶ
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本宮山青葉祭

　5月6日午前11時より斎行いたし
ます。
　本宮山の新緑が鮮やかで美しい
季節です。どなたでもご参列でき
ます。是非、ご登拝され大神様の
ご加護をお受けください。

　5月5日午前11時より斎行いたし
ます。
　菖蒲の節句とも言われ、お子様
の健やかな成長を祈るお祭りです。
祭典後は邪気を祓う菖蒲とよもぎ
の葉を授与いたします。

ほん　  ぐう　  さん　  あお　    ば      さい

　6月30日午後3時より斎行いたします。
半年に一度、日常生活の中で犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海
に流し、祓い清める神事です。引続き茅
の輪くぐり神事を行い、無病息災を祈り
ます。どなたでもご参列できます。半年
の罪穢れを祓い、身も心も清 し々い気持ち
で新たな季節をお迎えください。

夏 越 大 祓 式

令和7年6月30日（月）午後3時より令和7年6月30日（月）午後3時より
な　　　 ごし　　　おお　　 はらえ　　 しきな　　　 ごし　　　おお　　 はらえ　　 しき

小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー
～古の祝詞　大祓詞への誘い～

一宮祖霊社 月次祭

　毎月1日に御霊の平安をお祈り
しています。奉斎会入会のご案内、
永代祭祀、神葬祭については公式
HPをご覧ください。

月次祭
一宮祖霊社月次祭
神武天皇祭遙拝式
勧学祭
本宮山月次祭
杉　祭
全国一宮等合殿社例祭
献茶祭（茶商組合）
垢籬祭
前日祭
舞　揃
例　祭
献詠祭
古式十二段舞楽奉奏
氏子入り奉告祭
古式十二段舞楽奉奏
神幸祭・神子舞奉奏・勅使行列
献茶祭（手揉み保存会）
甲子祭
昭和祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前 9時30分）
（午前11時）
（午前10時）
（午後 2時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 1時30分）
（午後 2時）
（午前10時50分）
（午後 2時）
（午後 4時）
（午前10時）
（午前10時）

1日
1日
3日
5日
6日
8日
8日
15日
16日
17日
17日
18日
19日
19日
19日
20日
20日
20日
25日
29日

4月 卯月
うづき

いちのみや　　そ　　れい     しゃ

神葬祭と祖霊祭HP

み   たま

ほう さい かい

えい  たい  さい   し



　

本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
六
日
㈬
末
社
塩
井
神
社

の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を
清
め
る
塩
水
を
汲

む
お
祭
り
）
の
斎
行
に
は
じ
ま
り
、
十
七
日
㈭
に
は
前

日
祭
、
十
八
日
㈮
の
例
祭
を
迎
え
、
十
九
日
㈯
午
前
十

時
五
十
分
か
ら
古
式
十
二
段
舞
楽
奉
奏
、
二
十
日
㈰
午

後
二
時
か
ら
神
幸
祭
を
斎
行
し
ま
す
。

　

大
神
様
の
も
と
に
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
日
々
の

感
謝
を
申
し
上
げ
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
、
大
切

な
お
祝
い
の
期
間
で
す
。

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
に
一

度
の
こ
の
期
間
に
是
非
、
ご
家
族
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

大神様へ感謝の真心を伝える
ま    ごころ

令
和
七
年
四
月
十
八
日

日
々
の
感
謝
を
伝
え
�

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

　

神
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
、
通
常
は
年
に

一
度
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
神
社
や
ご
祭
神
に
と
っ

て
特
別
に
由
緒
あ
る
お
祭
り
で
、
俗
に
例
大
祭
と
も
称

さ
れ
ま
す
。
例
祭
の
期
日
は
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
、

ご
祭
神
に
関
わ
り
の
深
い
日
や
、
神
社
の
創
建
の
日
な

ど
、
そ
の
神
社
に
ゆ
か
り
の
深
い
日
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
ご
祭
神
「
大
己
貴
命
」
が
本
宮
山
に
鎮

ま
っ
た
と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
日
で
す
。

例
祭
と
は

大
神
様
へ
捧
ぐ
日
々
の
感
謝

　

四
月
二
十
日
㈰
午
後
二
時
よ
り
神
幸
祭
（
神
輿
渡
御
）
に
あ

わ
せ
稚
児
行
列
を
行
な
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
稚
児
は
神
さ
ま
に
近
い
清
浄
な
存
在
と
し
て
、

多
く
の
神
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ま
の
健
全
な
成
長
に
感
謝
し
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
い

た
だ
き
、
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
一
生
の
記
念
に
残
る

お
稚
児
さ
ん
を
体
験
奉
仕
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

稚
児
行
列
・
お
稚
児
さ
ん
募
集

小
國
大
神
様
と
一
緒
に
行
列
を
な
し
て

ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
�
う

の
斎
行

例
祭■対　　象　　者　身長が85cmから145cmまでの男女

■初穂料（参加費）　5,000円也
■締　　切　　り　先着順
■お申込み問合せ先　TEL（0538）89－7302
　　　　　　　　　　『小國神社振興会　お稚児さん係』

●募集要項●

し
ん   

こ
う   

さ
い

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
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例
祭
期
間
の
ご
案
内

れ
い    

さ
い



　

十
二
段
舞
楽
は
、
大
神
様
へ
の
誠
心
を
も
っ
て
奉
納
す
る
こ
と
を

本
義
と
し
、
毎
年
四
月
十
八
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
（
本
年
は
十
九

日
・
二
十
日
）
に
ほ
ぼ
一
日
を
か
け
て
奉
奏
し
ま
す
。

　

こ
の
日
付
は
、
欽
明
天
皇
十
六
年
（
五
五
五
年
）
春
十
八
日
、
本

宮
山
に
ご
神
霊
が
出
現
し
た
と
い
う
当
社
の
創
建
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。
ま
た
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
二
月
十
八
日
に
は
都
か
ら

勅
使
（
天
皇
の
お
使
い
）
が
出
向
き
、
現
在
の
社
地
に
里
宮
を
開
き
、

十
二
段
の
舞
を
奉
納
し
た
こ
と
が
舞
楽
の
始
ま
り
と
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
三
日
文
化
庁
よ
り
「
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

古
式
十
二
段
舞
楽　

そ
の
歴
史

古
式
十
二
段
舞
楽　

そ
の
歴
史

東
洋
文
化
の
粋

東
洋
文
化
の
粋

奉 

納 

演 

目

奉 

納 

演 

目

特殊神事芸能
小國神社 古式十二段舞楽

▲九番　陵王

七番　安摩▲

八番　二の舞▲

一
、三
〇
〇
年
前
か
ら
続
く

伝
統
の

令
和
七
年
四
月
十
九
日
、二
十
日 

奉
奏　

舞
楽
は
、
東
洋
に
発
達
し
た
古
代
芸
術
の
代
表
的
な
も
の
で
、
『
東
洋
文
化
の

粋
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
段
舞
楽
の
原
型
と
な
る
様
々
な
芸
能
が
渡
来

し
て
き
た
の
は
八
世
紀
初
頭
、
西
暦
七
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
都
で
は
盛
ん
に
舞
楽
が
奏
で
ら
れ
、
平
安
時
代
初
頭
に
は
早
く
も
そ

の
黄
金
期
を
迎
え
、
十
二
〜
十
三
世
紀
に
そ
れ
ら
が
地
方
に
伝
播
し
た
と
学
術
的

に
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
社
へ
の
舞
楽
の
伝
来
は
八
世
紀
初
頭
と
早
く
、
都
と
当
社

の
関
係
性
の
深
さ
を
伺
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
の
舞
楽
の
細
部
に
は
、
中
央

で
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
所
作
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
古

さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
そ
の
古
の
形
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
古
式
十
二
段
舞

楽
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

●
令
和
七
年
四
月
十
九
日
㈯

　

午
後
二
時
よ
り
奉
奏（
試
楽
）

●
令
和
七
年
四
月
二
十
日
㈰

　

午
前
十
時
五
十
分
よ
り
奉
奏

一
　
番
　
連
舞
　
　
（
子
ど
も
舞
）

二
　
番
　
色
香
　
　
（
大
人
舞
）

三
　
番
　
蝶
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

四
　
番
　
鳥
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

五
　
番
　
太
平
楽
　
（
子
ど
も
舞
）

六
　
番
　
新
ま
っ
く
（
子
ど
も
舞
）

七
　
番
　
安
摩
　
　
（
大
人
舞
）

八
　
番
　
二
の
舞
　
（
大
人
舞
）

九
　
番
　
陵
王
　
　
（
大
人
舞
）

十
　
番
　
抜
頭
　
　
（
子
ど
も
舞
）

十
一
番
　
納
蘇
利
　
（
大
人
舞
）

十
二
番
　
獅
子
　
　
（
大
人
舞
）

演
目
の
詳
し
い
解
説
は

小
國
神
社
　
十
二
段
舞
楽

舞
楽

い
に
し
え

25

す
い
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明
神
通
り
振
興
会
会
員
高
橋
恵
美
子
様
が
経

営
す
る
う
こ
っ
け
い
苑
の
、
卵
か
け
ご
飯
ラ
ン

チ
専
門
店
「
卵
縁
〜
ら
ん
え
ん
〜
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

お
店
で
使
わ
れ
る
烏
骨
鶏
の
卵
は
、
毎
月
の

当
社
月
次
祭
に
大
神
様
へ
お
供
え
さ
れ
る
も
の

で
、
そ
れ
と
同
品
質
の
卵
を
使
っ
た
鮮
度
抜
群

で
絶
品
の
「
卵
か
け
ご
は
ん
」
が
楽
し
め
ま
す
。

　

代
表
の
高
橋
さ
ん
は
、
〝
医
食
同
源
〞
の
考

え
に
基
づ
き
、
「
明
治
天
皇
が
愛
し
た
烏
骨
鶏

卵
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に

体
に
良
い
食
事
を
取
る
こ
と
で
、
お
い
し
さ
で

心
を
癒
や
し
、
そ
の
栄
養
価
で
体
を
労
っ
て
も

ら
い
た
い
。
小
國
神
社
に
参
拝
に
来
ら
れ
た
方

に
も
食
べ
て
い
た
だ
き
、
健
康
に
な
る
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
折
に
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
〝
森
の
う
こ
っ

け
い
〞
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

小
國
神
社
の
ご
祭
神
大
己
貴
命
が
根
堅
州
国
で
、
須
佐

之
男
命
か
ら
与
え
ら
れ
た
試
練
の
中
の
、
『
へ
び
の
む

ろ
・
は
ち
の
む
ろ
』
の
故
事
（
古
事
記
に
記
載
）
に
由
来

す
る
お
守
り
で
す
。

　

そ
の
逸
話
の
中
に
、「
須
勢
理
毘
賣
命
よ
り
授
か
っ
た

比
禮
（
御
布
）
を
三
度
振
っ
た
と
こ
ろ
、
へ
び
や
、
は
ち

か
ら
の
災
難
を
逃
れ
、
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え
た
末
に
大

己
貴
命
と
須
勢
理
毘
賣
命
が
契
り
を
交
わ
し
た
。
」
と
い

う
故
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
比
禮
（
御
布
）
を
使
い
、
現
在

も
結
婚
式
な
ど
で
使
わ
れ
る
伝
統
的
な
帯
結
び
『
立
て
矢

結
び
』
を
参
考
に
し
て
、
災
難
除
の
お
守
り
と
し
て
奉
製

い
た
し
ま
し
た
。　

　

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
玄
関
や
デ

ス
ク
な
ど
に
も
置
く
こ
と
が
で
き
る
「
置
き
守
り
」
で
す
。

　

皆
様
の
健
や
か
な
日
々
を
応
援
す
る
お
守
り
と
し
て
心

を
込
め
て
奉
製
し
て
い
ま
す
。
（
県
内
で
特
別
奉
製
）

　

お
守
り
は
授
与
所
に
て
頒
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大

神
様
の
ご
加
護
を
お
受
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

いのめ守りと台座（初穂料：1,000円）▲
開運招福・福徳円満いのめ守り▲

（初穂料：500円）　

氏
子
内
に
卵
か
け
ご
飯
専
門
店

あ
の
〝
森
の
う
こ
っ
け
い
〞
を
ふ
ん
だ
ん
に

味
わ
え
る
ラ
ン
チ

い
の
め
詣
で
、
い
の
め
守
り
の
ご
案
内

四
社
を
巡
っ
て
ご
加
護
を
い
た
だ
く

災
難
除
守
に
新
色
が
登
場
し
ま
し
た

さ
い  

な
ん   

よ
け
ま
も
り

遠
江
し
あ
わ
せ

い
の
め
詣
で
お
守
り

烏骨鶏の卵かけご飯大盛セット▲

「
卵
縁
」が
オ
ー
プ
ン
！

初穂料：各2,000円

災
難
除
守
と
は

ね
の
か
た 

す  

く
に

す  

せ    

り  

び
め
の
み
こ
と

す  

せ    

り  

び
め
の
み
こ
と

ひ  

れ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

の
お
の
み
こ
と

す   

さ

　

遠
江
国
（
遠
州
地
方
：
静
岡
県
西
部

地
域
）
に
鎮
座
す
る
秋
葉
山
本
宮
秋
葉

神
社
、
井
伊
谷
宮
、
五
社
神
社
諏
訪
神

社
、
そ
し
て
小
國
神
社
の
四
社
を
巡
り

集
め
る
「
い
の
め
詣
で
お
守
り
」
を
授

与
し
て
い
ま
す
。

　

「
猪
目
」
と
は
、
日
本
古
来
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
図
柄
で
、
「
ハ
ー
ト
」
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。
「
ハ
ー
ト
」
を
逆

さ
に
す
る
と
「
猪
目
」
に
な
り
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
、
猪
の
目
に
由
来
し
、

災
除
け
や
福
を
招
く
護
符
の
意
味
合
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
い
の
め
」
は
、
社
殿
建
築
に
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
使
わ
れ
、
例
え
ば

屋
根
の
合
わ
さ
っ
た
場
所
や
、
社
殿
の

飾
り
金
具
（
木
の
つ
な
ぎ
目
を
隠
す
金

属
）
の
装
飾
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
、
ご

社
殿
を
守
る
聖
な
る
印
の
一
つ
で
す
。

　

四
社
を
巡
拝
し
、
各
地
の
歴
史
を
楽

し
み
な
が
ら
、
小
さ
な
「
い
の
め
木
札

お
守
り
」
を
授
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神

さ
ま
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
た
開
運
招

福
・
福
徳
円
満
の
「
い
の
め
木
札
お
守

り
」
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
い
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
ス
ト

ラ
ッ
プ
も
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま

ま
持
ち
歩
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
神
棚
や

玄
関
、
お
気
に
入
り
の
場
所
な
ど
に
お

祀
り
く
だ
さ
い
。

い
の  

め

あ
き  

は  

さ
ん
ほ
ん
ぐ
う
あ
き 

は

じ
ん
じ
ゃ

じ
ゃ

お   

く
に
じ
ん
じ
ゃ

い   

い
の
や  

ぐ
う

ご  

し
ゃ
じ
ん
じ
ゃ  

す   

わ  

じ
ん

　
カ
バ
ン
等
に
つ
け
て
も

◀
華
や
か
な
お
守
り
で
す

い 

し
ょ
く
ど
う
げ
ん

こ
の
度
新
し
く
紫
色
の
お
守
り
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　

様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　

当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
六
年
十
二
月
一
日
〜

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

「
人
の
一
生
」

桑
原
　
羽
菜

石
嵜
　
芽
生

長
浦
　
羽
花

高
木
　
都
羽

鈴
木
　
愛
菜

宮
野
　
　
吟

掛
川
市

袋
井
市

菊
川
市

森
　
町

磐
田
市

島
根
県

髙
橋
　
理
杜

久
保
　
陽
暉

岩
﨑
　
央
征

落
合
　
柚
斗

山
本
　
紗
菜

浜
松
市

袋
井
市

浜
松
市

菊
川
市

袋
井
市

当社で命名奉告をされた皆様には
5月5日の端午祭へご案内いたします▶

　里宮は山宮（やまみや）ともよばれ、山の頂や中
腹、その麓の里にあることが多いといわれています。
では、なぜ里宮というか。その定義については諸説
ありますが、一例として、山岳信仰と関わりがある
「遙拝所」としての里宮についてご紹介します。
　当社の歴史を遡ってみると、欽明天皇の御代16年
（555年）に本宮山（奥磐戸神社）に御神霊が鎮まり
人々が祭祀をはじめたとされ、そこから約6キロメー

トル離れた現在地の地へ社殿を造営したといわれて
います。このように、山の頂に奥宮を構え、その麓
の村々に里宮が設けられている神社は各地にうかが
うことができます。
　古くは遙拝所には神殿はなく拝殿があるのみで、
礼拝には略式の登拝の意味があったようです。
　山は神の鎮まる場所として崇拝の対象となり、
様々な変遷を経て人々の間で受け継がれてきました。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト：小國神社ものがたり
作：たたら なおき

だ

ふ
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エ
ム・エ
ス・シ
ー
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四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　
玉
垂
七
十
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
暖
差
の
あ
る
日
々
で
す
が
、
ご

神
域
は
少
し
ず
つ
春
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
二
月
に
日
台
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
、

台
湾
か
ら
里
帰
り
し
祖
霊
社
参
道
沿
い
に
植
樹

さ
れ
た
、
『
昭
和
天
皇
台
湾
行
啓
ゆ
か
り
の
寒

緋
桜
（
台
湾
原
種
）
』
が
、
し
っ
か
り
と
根
を

張
り
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
緋
桜
は
、
一
重
・
円
筒
形
の
花
が
下
向
き

に
咲
き
ま
す
。
他
品
種
よ
り
も
一
足
先
に
咲
く

こ
と
で
知
ら
れ
、
寒
い
時
期
か
ら
濃
紫
紅
色
の

花
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
昭
和
天
皇

ゆ
か
り
の
寒
緋
桜
が
い
ち
早
く
春
の
訪
れ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　
植
樹
か
ら
初
め
て
の
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、

ご
神
域
に
咲
く
河
津
桜
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
は

ま
た
違
っ
た
趣
き
が
あ
り
、
南
国
ら
し
い
華
や

か
な
咲
き
姿
に
心
湧
き
立
つ
思
い
で
す
。
こ
の

桜
が
こ
れ
か
ら
大
き
く
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、

日
台
の
友
好
関
係
も
一
層
深
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
四
月
十
八
日
の
例
祭
に
向
け
て
、
準

備
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
大
神
様
の
ご
加
護

に
感
謝
し
、
祭
祀
の
厳
修
は
も
と
よ
り
、
こ
の

美
し
い
ご
神
域
を
次
世
代
へ
繋
い
で
ゆ
け
る
よ

う
不
断
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
上
）「
こ
づ
ち
姫
」（
下
）

　
「
小
國
神
社
公
式
　
神
棚
の
里
E
C
サ
イ
ト
」
で
は
、
伝
統

的
な
神
棚
か
ら
現
代
の
住
空
間
に
調
和
す
る
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ

ン
ま
で
、
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
和

室
・
洋
室
を
問
わ
ず
ど
ん
な
空
間
に
も
自
然
に
馴
染
む
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
、
新
築
や
開
店
、
人
生
の
節
目
に
ふ

さ
わ
し
い
神
棚
セ
ッ
ト
や
盛
り
塩
、
し
め
縄
、
縁
起
物
な
ど
も

豊
富
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
な
っ
た
神
棚
を
丁
寧
に
お
祓
い
し
、
焼
納
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
、

ご
自
宅
か
ら
簡
単
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
に
「
感
謝
」
と
「
祈
り
」

の
場
を
整
え
る
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

た
ま
だ
れ
　
第
七
十
一
号
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

小
國
神
社
公
式
・
神
棚
の
里
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ご
家
庭
に
神
棚
・
神
具
を

感
謝
と
祈
り
の
暮
ら
し
を
お
届
け
し
ま
す

小國神社
公式Instagram

小國神社
公式Webサイト
（Domestic）

小國神社
公式Webサイト
（Overseas）

◇ 

辞
令
交
付 

◇

禰
　
宜
　
打
田
　
雅
臣

小
國
神
社
権
宮
司
に
任
ず
る

（
令
和
七
年
二
月
十
八
日
付
）

神
社
本
庁

権
禰
宜
　
亀
山
　
幸
志

小
國
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

（
令
和
七
年
二
月
十
八
日
付
）

神
社
本
庁

権
禰
宜
　
村
松
　
芳
博

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

神
社
本
庁

小
國
神
社
参
事
に
任
ず
る

（
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
付
）

小
國
神
社

　
新
体
制
の
も
と
、
職
員
一
同
、

神
慮
を
畏
み
、
宮
司
を
輔
け
、

祭
祀
の
厳
修
と
ご
神
徳
の
発
揚

に
精
励
致
す
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

公式HP・SNSのご紹介

小國神社公式
神棚の里
ECサイト


